
い ） 1 6 1 . 1 2 . 2 5 

透 視 台 

島 库 胃 集 検 シ ス 丁 ム 3 1 - 1 1 ^ 1 ^ 0 2 0 

12インチメタルハイコンによる鮮明な画像 
従来のガラス入力窓材にみられたX線の散乱や 

吸収が減少しコントラストと解像度が大幅に向上 

していますさらに，岛;'お独自に開発された技術によ 

り，出力部で生じるにじみ込みを皆無にしてI 、ます 

のでいかなる部位でもハレーションをおこすことなく， 

辺^のはっきりした立体感に富んだ写真を提供し 

ますまた,可変視野形は入力視野を電子光学的 

に可変できますので，必要に応じて，視野の大きさ 

を選択して)おいることができま1； 

1 2 イ ン チ メ タ ル / 、 イ コ ン ト ラ ス ト 

イ メ ー ジ ア ン プ リ フ ァ イ ア 

Iか12/61^1 了西4怂12 丁 ^ 

能率のよい検診/小スペース設置形 
島；拿胃集検用透視撮影台八0-30は，従来 

の天板スライド方式に変り映像系移動方式 

をぼ用しました。 

占有面積や占も—高さが小さくなるように設計 

されていますので；制限のある検诊車の'4：內 

でも,縦方向はもちろん横方向にも据付が可 

能で胃1)4検に允分な機能を発揮しま1； 

ォ 一 ノ 《 テ ー ブ ル チ ュ ー ブ 方 式 

島 津 胃 集 検 用 透 視 撮 影 合 

八 0 画 3 0 

^^島津製作所 島津メディカル株式会社 
医 用 機 器 事 業 部 京都市中京区西ノ京桑原町1((！？らは？ヌ-1275本社113東京都文京区本郷4-3-4明治生命本鄉ビル（。ョ""-

胃 集 検 通 信 平 成 元 年 1 2 月 2 5 曰 

( ！ 1 ^ 1 0 . 1 6 

〔 日 本 消 化 器 集 団 検 診 学 会 関 東 甲 信 越 地 方 会 機 関 紙 〕 1 部 頒 布 定 価 1 ' 0 0 0 円 〔 干 共 〕 

題 字 ， 黒 川 利 雄 先 生 

発 行 所 

日 本 : 肖 化 お 集 団 検 診 学 会 

関 來 甲 信 越 地 方 会 

(〒いい亵^8台褒区構橋2-14-4 

ワグナー金丸ビル内 

発行兼閲東甲信越地方会 

編 集 者 編 集 委 員 会 

研 究 費 を 受 け る 土 屋 尚 氏 

！
2段
階
 

4
技
官
講
演
 

(
以
下
部
会
)
で
検
討
を
つ
づ
 

け
て
い
る
。
 

導
入
の
是
非
を
巡
る
ポ
イ
ン
 

ト
と
し
て
、
ま
ず
大
腸
が
ん
検
 

診
は
死
亡
率
の
低
下
に
寄
与
す
 

る
か
ど
う
か
、
で
き
れ
ば
ラ
ン
 

ダ
マ
イ
ズ
コ̂
ン
ト
ロ

 

︱

ル

.
卜
 

ラ
イ
ア
ル
、
ま
た
は
そ
れ
に
代
 

わ
る
何
ら
か
の
評
価
体
制
を
つ
 

く
る
必
要
が
あ
る
。
次
は
検
査
 

体
制
の
受
皿
の
問
題
。
第
一
次
 

ス
ク
リ
︱
ユ
ン
グ
に
潜
血
反
応
 

を
用
い
る
と
簡
単
な
方
法
な
の
 

で
、
全
国
の
市
町
村
で
実
施
さ
 

れ
る
可
能
性
が
高
い
。
現
在
、
 

基
本
健
康
審
査
の
受
診
者
数
は
 

約
八
五
〇
万
人
で
あ
る
が
、
仮
 

に
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
者
数
 

が
一
千
万
人
、
要
精
検
率
を
五
 

冗
と
す
る
と
五
〇
万
人
の
要
精
 

検
者
を
ど
う
す
る
か
考
え
な
く
 

て
は
な
ら
な
い
。
最
後
に
市
.町
 

村
の
マ
ン
パ
ヮ
Iを
考
慮
す
る
 

必
要
も
あ
る
。
 

こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
検
診
の
 

有
効
性
や
標
準
方
式
の
検
討
が
 

必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
医
師
 

の
研
修
、
後̂
&;迎
の
問
題
も
 

つ
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
現
 

在
、
前
記
部
会
で
検
討
中
だ
が
 

老
人
保
健
事
業
へ
の
導
入
は
、
 

第
三
次
計
画
で
の
課
題
と
し
て
 

検
討
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
 

的

び

に

、

実

験

的

研

究
 

な
ど
の
最
新
の
成
果
を
ふ
ま
え
 

て
行
な
つ
た
。
 

視

点
 

れ
\挑
の
衝
撃
 

世
話
人
代
表

 

&
一

二

& 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
病
院
名
誉
院
長
^
 

^
3
1

 

一

二

.
6
：

；
 

岐
阜
県
下
の
十
一
一
保
健
所
で
 

ま
と
め
た
、
昭
和
六
十
一
一
年
度
 

の
胃
が
ん
死
亡
者
八
六
七
名
の
 

う
ち
過
去
三
年
以
内
に
胃
鬼
検
 

を
受
け
て
い
た
の
は
四
一
名
、
 

四
，
七
に̂
過
ぎ
な
か
っ
た
。
 

こ
の
報
告
は
、
四
月
二
十
八
 

日
、
岐
阜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
 

一
一
八
回
日
本
消
化
器
団̂
検
診
 

学
会
総
会
の

請̂
講
敏
で
金
田
 

修
幸
，
岐
阜
県
環
境
衛
生
部
地
 

域
保
健
課
長
が
行
な
っ
た
も
の
 

で
あ
る
が
、
胃
が
ん
死
亡
者
の
 

う
ち
集
検
受
診
率
の
あ
ま
り
の
 

低
さ
に
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
 

な
衝
！
！
.が
筋̂
を
走
る
思
；
；
が
 

し
た
。
 

3粜
検
の
実
施
成
績
の
集
計
 

は
、
日
本
消
化
器
粜
検
学
会
、
 

厚
生
省
、
日
本
対
ガ
ン
協
会
な
 

ど
か
ら
毎
年
発
表
さ
れ
て
い
る
 

が
、
い
ず
れ
も
前
向
き
の
評
価
 

を
す
る
こ
と
を
甚
本
方
針
と
し
 

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
岐
阜
 

献
の
成
績
の
よ
う
に
「
受
け
な
 

い
」
ほ
う
の
立
場
か
ら
の
も
の
 

は
少
な
か
つ
た
。
 

そ
れ
だ
け
に
、
岐
阜
県
の
成
 

績
発
表
は
、
虚
を
つ
か
れ
た
思
 

い
を
い
つ
そ
う
強
く
感
じ
さ
せ
 

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
冷
静
に
 

な
つ
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
 

形
の
集
計
項
目
は
当
然
あ
る
べ
 

き
で
、
な
い
ほ
う
が
む
し
ろ
不
 

自
然
と
思
う
ベ
き
か
も
し
れ
な
 

そ
う
考
え
る
と
、
岐
阜
県
以
 

外
の
全
国
の
都
道
府
県
の
状
況
 

は
ど
う
な
つ
て
い
る
の
か
気
に
 

な
る
。
も
し
、
集
計
さ
れ
て
い
 

る
成
績
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
知
り
 

た
い
も
の
で
あ
る
。
 

老
健
法
が
で
き
て
、
厚
生
省
 

は
「
健
康
マ
ッ
プ
」
を
つ
く
り
 

全
国
の
市
町
村
別
の
集
検
受
診
 

者
数
と
受
診
率
の
成
績
を
発
表
 

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
 

こ
れ
で
、
集
検
評
価
の
一
つ
の
 

方
法
と
し
て
、
た
い
へ
ん
結
構
 

な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
集
検
に
 

よ
っ
て
、
が
ん
の
死
亡
者
数
を
 

減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
 

る
以
上
1岐
阜
県
で
行
な
っ
た
 

よ
う
な
項
目
も
、
ど
こ
か
に
加
 

え
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
 

も
の
だ
ろ
う
か
。
 

岐
阜
県
の
胃
が
ん
死
亡
者
の
 

う
ち
、
七
一
一
六
名
、
八
四
，
一
 

冗
の
人
が
、
集
検
を
受
け
な
い
 

で
(
早
期
発
見
の
機
会
を
利
用
 

し
な
い
で
)死
亡
さ
れ
た
と
は
 

か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
な
ら
 

な
い
。
集
検
を
受
け
れ
ば
一
〇
 

〇
％
早
期
発
見
が
発
見
で
き
る
 

と
は
断
言
で
き
な
い
に
し
て
 

も
、
八
〇
冗
か
、
あ
る
い
は
そ
 

れ
以
上
の
人
が
、
あ
た
ら
胃
が
 

ん
で
命
を
落
す
こ
と
な
く
、
救
 

大
腸
が
ん
検
診
は
傲
 

従
事
者
研
で
担
め
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第
四
回
胃
集
検
従
事
者
研
修
会
は
、
九
月
三
十
日
、
弘
前
 

市
の
弘
前
文
化
セ
ン
タ
︱
で
開
催
さ
れ
た
が
、
講
師
と
し
て
 

招
か
れ
た
1省
老
人
保
健
課
野
村
隆
司
技
官
は
「
老
人
保
 

健
事
業
と
が
ん
検
診
」
に
つ
い
て
、
①
が
ん
検
診
の
実
續
、
 

②
保
健
事
業
第
一
一
次
五
力
年
計
画
の
概
要
、
③
保
健
1の
 

充
突
き
強
化
な
ど
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
た
が
、
が
ん
検
診
に
 

つ
い
て
は
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
 

默
腸
力

か̂
実
施
の
ポ
イ
ン
ト
 

胃
が
ん
検
診
 

問
接
X
線
撮
影
の
標
準
枚
数
 

を
日
本
消
化
器
集
検
学
会
は
七
 

枚
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
 

対
す
る
国
の
補
助
額
を
平
成
一
一
 

年
度
予
に̂
要
求
す
る
こ
と
に
 

ブ
こ
、
0
 

I~ナ
I 

第
二
回
精
度
管
理
 

実
態
調
査
報
告
 

全
会
員
に
無
料
配
布
 

関
束
甲
信
越
地
方
の
一
六
〇
 

機
関
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
 

「
第
一
一
回
胃
集
検
精
度
実
態
報
 

告
書
」
が
、
宮
下
美
生
，
実
態
 

調
査
精
度
管
理
研
究
班
員
ら
に
 

よ
り
で
き
あ
が
り
、
八
月
八
 

口
、
 

^
休
(
入
)
、
個
人
(
^
！
) 

大
腸
が
ん
検
診
 

大
腸
が
ん
検
診
を
老
人
保
健
 

事
業
に
導
入
す
る
こ
と
に
つ
い
 

て
は
、
日
本
対
ガ
ン
協
会
や
市
 

町
村
か
ら
の
要
望
が
強
い
が
、
 

影
響
が
大
き
い
の
で
、
現
在
公
 

衆
衛
生
審
議
会
老
人
保
健
部
会
 

こ
の
調
査
は
、
本
会
が
作
成
 

し
た
「
胃
集
検
精
度
管
理
指
 

針
」
に
基
く
も
の
で
、
関
東
甲
 

信
越
地
方
と
本
会
に
参
加
し
て
 

い
る
名
県
の
胃
集
検
の
実
施
成
 

績
が
、
精
度
評
価
項
目
別
に
ま
 

と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
胃
集
 

検
の
全
貌
を
俯
瞰
で
き
る
よ
う
 

に
な
つ
て
い
る
の
で
貴
重
な
資
 

料
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 

い
ま
我
が
国
の
 

医
師
の
世
界
で
は
 

認

定

医

(
専

門
 

医
)
の
资
格
取
得
 

が
大
ブ
︱
ム
に
な
 

つ
て
い
る
ら
し
い
。
资
格
を
取
 

る
側
か
ら
す
れ
ば
、
い
ま
の
う
 

ち
に
資
格
を
取
っ
て
お
か
な
い
 

と
将
来
不
利
に
な
る
か
も
し
れ
 

な
い
と
の
不
安
感
。
こ
の
引
き
 

金
に
な
っ
た
の
が
、
昨
年
一
一
月
 

の
「
診
療
科
名
等
の
表
示
に
関
 

す
る
審

会̂
報
告
」
ら
し
い
。
 

ま
た
、
资
格
を
与
え
る
側
の
学
 

会
も
、
認
定
医
(
専
門
医
)
制
 

度
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
学
 

会
員
が
増
え
て
、
会
费
収
入
が
 

増
加
す
る
ば
か
り
か
、
認
定
料
 

ま
で
も
入
っ
て
く
る
の
だ
か
 

ら
、
こ
れ
ま
た
こ
た
え
ら
れ
な
 

い
。
ま
さ
に
ル
ン
ル
ン
気
分
。
 

医
学
博
士
の
権
威
が
す
っ
か
り
 

地
に
墜
ち
て
し
ま
っ
た
現
在
、
 

認
定
医
(
専
門
医
)
制
度
は
ま
 

さ
に
救
世
主
の
観
が
あ
る
。
V
 

こ
の
話
を
し
た
の
は
厚
生
省
の
 

医
療
審
議
会
で
医
師
の
生
涯
教
 

育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
し
 

て
い
る
専
門
委
員
で
あ
る
。
さ
 

ら
に
言
葉
を
つ
い
で
、
認
定
医
 

(
専
門
医
)
制
度
そ
れ
自
身
は
 

決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
 

が
、
認
定
さ
れ
た
医
師
の
内
容
 

が
、
認
定
医
(
専
門
医
)
と
し
 

て
、
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
、
 

こ
の
点
に
い
さ
さ
か
不
安
を
感
 

じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
、
と
述
 

ベ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
名
が
実
 

を
伴
つ
て
い
る
か
ど
う
か
が
心
 

記
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
同
席
 

し
て
い
た
高
名
な
医
事
評
論
家
 

は
、
「
そ
ん
な
心
配
は
な
い
で
 

す
よ
」
。
わ
が
国
の
将
来
の
医
 

I造
を
考
え
れ
ば
、
認
定
医
 

(
専
門
医
)
な
ど
は
埋
没
し
て
 

し
ま
う
か
ら
と
、
一
笑
に
付
し
 

て
い
た
。
V結
核
病
学
の
領
域
 

で
、
が
お
0を
基
盤
に
活
躍
し
 

て
い
る
結
核
予
防
会
結
核
研
究
 

所
の
島
尾
忠
男
名
誉
所
長
は
、
 

「
結
核
予
防
活
動
で
世
界
の
島
 

尾
」
の
評
価
を
得
て
い
る
が
、
 

認
定
医
(
専
門
医
)
で
な
い
ば
 

か
り
か
、
医
学
博
士
の
称
号
さ
 

え
持
っ
て
い
な
い
。
 

大
和
へ
ル
ス
財
団
研
究
費
助
成
 

土
屋
、
鈴
木
氏
ら
に
も
贈
与
 

命
で
き
た
ろ
う
に
、
と
の
思
い
 

が
強
く
し
て
な
ら
な
い
。
 

日
本
の
胃
が
ん
を
早
期
発
見
 

す
る
診
断
技
術
は
、
世
界
に
冠
 

た
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
 

を
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
 

し
そ
の
診
断
技
術
を
駆
使
し
て
 

い
る
胃
粜
検
を
信
頼
し
て
、
い
 

ち
ど
で
も
い
い
か
ら
検
診
を
受
 

け
て
み
ょ
う
と
い
う
気
持
に
な
 

つ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
ほ
ん
と
 

う
に
あ
り
が
た
い
。
胃
が
ん
死
 

亡
者
を
減
ら
す
最
初
の
ス
テ
ッ
 

プ
は
こ
こ
に
あ
る
の
だ
か
ら
。
 

岐
阜
県
の
報
告
を
き
い
て
、
 

い
ま
や
胃
集
検
の
最
大
の
課
題
 

は
、
受
診
率
を
い
か
に
上
げ
る
 

か
に
か
か
つ
て
い
る
、
と
言
つ
 

て
も
い
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
 

は
簡
単
の
よ
う
で
、
難
し
い
こ
 

と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
 

克
服
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
 

題
で
あ
ろ
う
。
 

大
和
証
券
へ
ル
ス
財
団
(
千
 

野
宜
時
理
事
長
)
の
第
一
七
回
 

調
査
研
究
助
成
金
の
贈
呈
式
が
 

十
月
十
九
日
、
東
京
，
大
手
町
 

大
和
証
券
本
社
で
行
な
わ
れ
、
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
土
屋
 

尚
，
常
務
理
事
が
「
胃
集
検
の
 

精
度
管
理
と
検
診
費
用
に
関
す
 

る
調
査
研
究
」
で
、
品
川
区
医
 

師
会
鈴
木
武
松
，
読
影
委
員
が
 

「
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
胃
 

癌
征
圧
対
策
の
試
み
」
で
、
研
 

究
助
成
金
を
授
与
さ
れ
た
。
 

今
回
の
申
請
は
、
全
国
か
ら
 

一
〇
四
件
。
助
成
金
を
授
与
さ
 

れ
た
の
は
三
三
件
。
前
回
ま
で
 

の
助
成
件
数
は
三
六
八
件
。
金
 

額
は
三
俊
六
千
一
 

し
た
。
 

一
百
万
円
に
達
 

北
海
道
田
村
浩
I所
長
ら
 

に
日
本
対
ガ
ン
協
会
賞
 

平
成
元
年
度
ガ
ン
征
圧
全
国
 

大
会
は
、
十
月
十
一
一
日
、
鹿
児
 

島
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
北
 

海
道
対
が
ん
協
会
検
診
セ
ン
 

タ
ー
田
村
浩
一
所
長
ら
五
氏
と
 

一
一
団
体
に
日
本
対
ガ
ン
協
会
賞
 

が
贈
ら
れ
た
。
 

特
別
講
演
は
「
が
ん
か
ら
身
 

を
守
る
た
め
に
︱
主
と
し
て
一
 

次
予
防
」
と
題
し
、
愛
知
県
が
 

ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
富
永
祐
 

民
，
副
所
長
が
、
食
生
活
と
発
 

が
ん
の
関
係
に
つ
い
て
、
疫
学
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卷検診効率を一層向上させる^80：、八IX：、八丁8、オートアイリス 

など多くの自動制御機構を標準装備。 

暴操作性に優れた透視撮影台と併せて、より効率的に集げ 1検診 
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0 丁 ム 

四
^
 一

 

^
と
低
い
。
胃
が
ん
発
 

見
率
は
関
東
と
他
地
区
に
差
は
 

な
い
が
、
早
期
が
ん
の
割
合
は
 

関
東
五
三

八̂
Xに
対
し
、
他
 

地
域
は
四
〇
，
四
冗
と
低
く
、
 

全
国
発
見
早
期
が
ん
の
三
五

 ̂

三
冗
を
関
東
で
発
見
し
て
お
 

り
、
非
常
に
活
発
に
集
検
が
行
 

な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
 

わ
せ
る
。
 

受
診
者
の
う
ち
、
検
診
結
果
 

の
わ
か
ら
な
い
5群
が
関
東
で
 

は
約
四
万
人
、
ひ
群
が
一
四
万
 

八
千
人
、
計
約
一
一
〇
万
人
も
あ
 

る
の
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
 

全
国
集
計
委
員
会
が
指
摘
し
 

て
い
る
こ
と
は
、
胃
集
検
の
対
 

象
年
齢
は
四
〇
歳
以
上
と
な
つ
 

て
い
る
の
に
、
三
九
歳
以
下
が
 

地
域
集
検
で
ー
二
亍
八
万
人
。
職
 

い
る
。
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
 

ホ
テ
ル
な
ど
の
会
場
を
使
っ
て
 

の
合
同
説
明
会
で
は
手
ぬ
る
い
 

と
、
受
験
生
を
直
接
キ
ャ
ン
パ
 

ス
に
招
い
て
、
入
試
問
題
の
実
 

物
を
配
り
、
一
一
人
の
教
授
が
 

「
入
試
問
題
」
に
つ
い
て
講
演
 

(中
大
)、
在
学
生
が
自
分
の
受
 

験
体
験
、
キ
ャ
ン
パ
ス
生
活
を
 

説
明
(
津
圧
塾
大
)
、
駒
沢
大
で
 

は
、
寮
に
寝
起
き
し
、
模
擬
授
 

業
な
ど
に
参
加
さ
せ
る
一
一
泊
三
 

日
の
「
体
験
人
学
」
を
実
施
し
 

て
い
る
。
担
当
者
は
、
「
昔
は
 

黙
つ
て
い
て
も
向
こ
う
か
ら
受
 

け
に
き
て
く
れ
る
感
じ
だ
つ
た
 

が
、
そ
れ
が
通
用
し
な
い
時
代
 

に
な
つ
た
」
と
述
懐
し
て
い
 

る
0
 

一
方
、
米
の
売
り
込
み
も
過
 

熱
し
て
い
る
。
山
形
産
米
「
は
 

な
の
舞
」
は
西
武
百
貨
店
船
橋
 

店
、
西
友
大
泉
店
の
コ
メ
売
り
 

場
に
、
十
一
一
単
(ひ
と
え
)を
 

ま
と
つ
た
姫
と
お
つ
き
の
女
官
 

一
一
人
を
登
場
さ
せ
た
。
北
海
道
 

の
「
き
ら
ら
397」
は
、
大
 

手
広
告
会
社
を
使
っ
て
約
一
億
 

円
の
キ
ヤ
ン
ぺ
︱
ン
を
始
め
 

た
。
東
京
の
赤
阪
プ
リ
ン
ス
ホ
 

テ
ル
に
首
都
圏
の
卸
問
屋
や
消
 

費
ぎ
団
体
を
招
い
て
試
食
会
を
 

開
い
た
。
青
森
県
の
「
つ
が
る
 

お
と
め
」
も
負
け
て
は
な
ら
じ
 

と
、
東
京
や
大
阪
の
デ
バ
︱
ト
 

で
キ
ャ
ン
べ
︱
ン
を
展
開
。
 

胃
集
検
の
受
診
者
集
め
に
、
 

「
何
も
そ
こ
ま
で
」
と
の
声
灰
 域

柒
検
で
四
一
一
，
四
万
人
と
多
 

く
、
こ
れ
が
胃
集
検
全
体
の
胃
 

が
ん
発
見
率
を
低
下
さ
せ
て
い
 

る
原
因
に
な
っ
て
お
り
、
集
検
 

の
効
率
、
効
果
、
将
来
の
評
価
 

に
重
要
な
問
题
を
提
起
し
て
い
 

る
。
 

関
東
で
も
三
九
歳
以
下
は
、
 

地
域
集
検
で
一
〇
冗
、
職
域
集
 

検
で
は
一
一
九
丄
ハ
冗
と
な
っ
て
 

い
る
。
三
九
歳
以
下
の
早
期
胃
 

が
ん
発
見
率
は
地
域
、
職
域
を
 

併
せ
て
〇

〇̂
〇
九
％
と
低
く
 

人
的
、
物
的
、
時
間
的
な
負
担
 

を
考
え
る
と
十
分
評
価
で
き
る
 

数
値
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
 

胃
集
検
の
主
目
的
は
、
胃
が
ん
 

発
見
に
あ
る
の
で
、
他
の
良
性
 

疾
患
の
発
見
を
目
的
と
し
た
集
 

検
は
あ
り
得
な
い
と
思
う
。
 

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
時
代
 

が
変
わ
っ
た
こ
と
を
認
識
す
ベ
 

き
で
は
な
い
か
。
事
業
と
し
て
 

の
胃
集
検
の
収
入
は
、
単
価
X
 

受
診
者
数
で
き
ま
る
。
単
価
を
 

大
幅
に
改
訂
で
き
な
い
と
す
る
 

と
受
診
者
增
を
は
か
ら
な
い
 

と
、
上
昇
す
る
人
件
費
、
諸
経
 

費
を
吸
収
で
き
な
く
な
り
、
経
 

営
の
悪
化
は
時
間
の
問
題
と
な
 

ろ
う
。
「
検
診
は
献
身
」
な
り
。
 

そ
ん
な
キ
レ
イ
言
は
通
ら
な
い
 

「
検
診
冬
の
時
代
」
が
足
元
に
 

き
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

が
ん
実
態
調
査
復
活
 

厚
生
省
来
年
度
か
ら
 

読
売
新
聞
に
よ
る
と
、
厚
生
 

省
は
九
月
一
一
十
七
日
、
約
十
年
 

ぶ
り
に
「
悪
性
新
生
物
(が
ん
) 

実
態
調
査
」
を
復
活
さ
せ
、
罹
 

患
率
、
発
見
時
の
が
ん
の
進
行
 

度
合
、
治
瘵
の
実
態
、
回
復
度
 

な
ど
き
め
細
か
な
調
査
項
目
を
 

設
け
て
、
総
合
的
な
疫
学
調
査
 

を
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
 

同
省
で
は
、
全
国
規
模
の
調
 

査
に
よ
っ
て
改
め
て
が
ん
の
実
 

態
を
把
握
し
、
対
策
の
根
本
を
 

練
り
直
し
た
い
と
し
て
お
り
、
 

来
年
度
か
ら
調
査
を
ス
タ
︱
ト
 

さ
せ
る
。
こ
の
調
査
で
、
過
去
 

と
現
在
の
が
ん
の
部
位
別
罹
患
 

状
況
の
差
を
調
べ
る
と
同
時
 

に
、
市
町
村
の
が
ん
検
診
な
ど
 

が
ど
の
程
度
早
期
発
見
に
役
立
 

つ
て
い
か
明
ら
か
に
し
た
い
と
 

て̂
い
る
。
 

修
編
 

ス
監
他
 

わ
せ
た
よ
う
に
一
，
一
冗
で
、
 

こ
れ
で
は
仲
び
て
い
る
よ
り
停
 

滞
し
て
い
る
と
い
い
た
く
な
 

る
0
 受

診
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
 

は
、
①
公
報
に
載
せ
る
、
②
個
 

人
通
知
を
す
る
な
ど
が
一
般
的
 

に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
方
 

法
で
は
甘
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
 

か
。
 

私
立
大
学
で
は
進
学
適
齢
の
 

十
八
歳
人
口
の
急
減
に
伴
い
、
 

サ
バ
イ
バ
ル
を
か
け
て
受
験
生
 

獲
得
に
知
恵
比
べ
を
展
開
し
て
 

：
；
：
木
化̂
お
出
検
.̂仑
个
：
1：
；̂
お̂
：
：
：
；
会
の
-:"崎
政
叨
：̂
!か
、
一̂
一
ー
ヒ
问
凹
來
屮
：
！̂
3
 

地
方
八
4の
ね
別
講
で̂
「
个
！
！
染
計
か
ら
み
た
3！
染
検
の
I？
题
点
」
を
指
摘
し
た
。
1：
れ
崎
委
 

ひ
は
昭
和
べ
ー
九
以̂
来
、
个
：
：
1=3計
を
扒
当
し
て
い
る
唯
一
人
の
ゥ
分
で
あ
る
だ
け
に
数
 

字
に
秘
め
ら
れ
た
II：
题
点
の
洞
察
は
鋭
い
。
以
下
は
そ
の
要
点
で
あ
る
。
(文
責
本
紙
) 

全
国
集
計
の
裏
を
読
む
 

全
国
集
計
委
員
岩
崎
政
明
 

四
一
一
、
直
接
レ
線
機
関
六
八
。
 

各
機
に̂
よ
り
成
紹
の
ま
と
め
 

方
に
差
が
あ
る
の
で
、
ラ
ン
ク
 

づ
け
を
行
な
っ
た
。
実
施
成
績
 

の
&
計
を
性
、
年
齢
別
に
わ
 

け
、
追
跡
調
杏
を
十
分
に
行
な
 

つ
て
い
る
機
関
を
I群
。
性
、
 

年
齢
別
に
集
計
さ
れ
て
な
い
の
 

を
2群
。
実
施
し
た
人
数
の
み
 

し
か
わ
か
ら
な
い
も
の
を
羾
群
 

と
し
た
。
I群
が
他
地
域
の
八
 

毎
日
新
聞
に
大
広
告
 

吉
田
豊
会
長
の
快
挙
 一

，
五
冗
に
対
し
関
東
は
七
八
. 

八
冗
と
低
く
、
そ
の
分
だ
け
0
 

群
が
多
く
な
つ
て
お
り
、
改
善
 

さ
る
べ
き
占
と̂
思
う
。
配
布
機
 

関
も
東
京
が
一
〇
一
と
断
突
 

(他
県
は
一
一
〇
前
後
)で
あ
る
 

が
、
朿
京
の
回
収
率
が
特
に
低
 

い
の
も
問
题
。
 

要
精
検
率
の
差
は
な
い
が
、
 

精
検
受
診
率
は
他
地
域
は
八
 

一
，
一
一
冗
な
の
に
、
関
東
は
七
 

昭
和
三
十
九
年
か
ら
毎
年
胃
 

集
検
の
全
国
集
計
を
行
な
っ
て
 

お
り
、
そ
の
集
積
は
一
一
一
一
年
に
 

な
る
。
今
回
は
六
十
一
年
度
の
 

調
査
か
ら
、
関
朿
甲
信
越
地
方
 

(以
下
関
朿
)の
概
況
と
I
I
：
题
 

点
を
全
国
の
成

と̂
比
铰
し
て
 

述
べ
た
い
。
 

樂
計
協
力
機
関
の
う
ち
ア
ン
 

ケ
︱
ト
回
答
機
関
は
全
国
三
六
 

六
。
朿̂
は
II接
レ
線
機
関
一
 

胃
集
検
は
社
会
的
実
践
活
動
 

で
あ
る
。
多
く
の
人
び
と
に
訴
 

え
て
、
理
解
と
協
力
を
求
め
る
 

こ
と
な
し
に
成
果
は
挙
が
ら
な
 

、
0
 第

一
一
七
回
日
本
化̂
器
粜
検
 

学
会
秋
季
大
会
が
九
月
 

一

一

4
 

九

三̂
十
日
弘
前
市
で
開
催
さ
 

れ
た
が
吉
田
豊
会
長
は
毎
日
新
 

1
3
に
胃
集
检
の
大
広
告
(
写
 

真
)
を
行
な
っ
て
注
目
を
浴
び
 

た
。
ま
さ
に
吉
田
会
長
の
大
 

ホ
︱
 

^
"
ラ
ン
で
、
吉
田
会
長
に
 

つ
づ
い
て
大
広
告
を
行
な
う
会
 

良
の
出
現
を
期
待
し
た
い
。
 

胃
集
検
の
受
診
者
の
伸
び
率
 

が
最
近
著
し
く
鈍
化
し
て
い
 

る
。
日
本
対
ガ
ン
協
会
の
調
査
 

で
も
昭
和
五
十
八
年
を
起
点
 

に
、
そ
の
翌
年
の
伸
び
率
を
み
 

る
と
、
二
 
丁 一

 X
、

 一

 0
丄
ハ
 

冗
、
一
ー
丄
ー

、̂
五
，
四

、̂
 

一
一
1九
と̂
右
下
が
り
に
な
つ
 

て
い
る
。
厚
生
省
の
健
康
マ
ッ
 

プ
で
も
昭
和
五
十
九
年
か
ら
六
 

十
一
一
年
ま
で
仲
び
率
は
申
し
合
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検
診
の
将
来
像
を
探
る
 

示
唆
に
富
む
岐
阜
鼎
談
 

「
胃
検̂
か
宵
検
診
か
」
、
あ
る
い
は
「
単
独
胃
集
検
か
ら
 

「
8！
染
検
か
ら
胄
検
診
へ
」
か
、
複
合
検
診
へ
」
か
。
胃
検̂
を
 

め
ぐ
る
況̂
の
変
 

化
か
ら
、
こ
の
よ
 

う
な
主
题
が
登
 

場
。
そ
れ
が
「
転
 

換
期
を
迎
え
た
が
 

ん
対
策
」
と
し
て
 

染
約
さ
れ
る
-̂代
 

に
な
り
、
い
ま
や
 

胃
検̂
は
克
服
す
 

ベ
き
多
く
の
課
^
 

を
;̂;!:::::う
こ
と
に
 

な
っ
た
。
 

「
ど
こ
を
ど
う
 

し
た
ら
い
い
か
」
。
 

こ
の
問
い
に
答
え
 

る
糸
口
を
与
え
て
 

い
る
の
が
、
四
月
 

一
一
十
八
日
、
枝
阜
 

市
で
開
催
さ
れ
た
 

第
一
一
八
回
日
本
消
 

化
器
検̂
笑
11総
 

会
の
鼎
談
「
将
来
の
が
ん
検
診
 

の
在
り
方
」
で
あ
る
。
演
者
は
 

市
川
平
三
郎

国̂
立
が
ん
セ
ン
 

タ
︱
病
院
長
(
当
時
)
、
久
道
 

茂
，
束
北
大
学
教
授
、
寺
松
尚

 ̂

厚
生
省
審
議
官
(写

)̂。
 

市
川
院
長
は
冒
頭
で
「
捋
来
 

の
が
ん
検
診
の
あ
り
方
。
集
団
 

検
診
と
書
い
て
な
い
と
こ
ろ
が
 

微
妙
で
す
ね
。
将
来
を
考
え
た
 

場
合
、
柒
団
が
必
要
か
ど
う
 

か
」
と
発
言
。
寺
松
審
議
官
は
 

「
曰
本
人
と
い
う
団̂
が
高
齢
 

化
社
会
と
な
り
、
豊
か
な
経
 

験
、
な
学
歴
、
家
庭
お
垃
、
経
 

济
13垃
ゃ
価
似
観
の
逸
う
人
が
 

非
に̂
多
，
く
な
り
、
団̂
と
し
 

て
扱
う
の
が
難
し
い
」
と
述
べ
 

て
い
る
。
 

こ
こ
か
ら
、
が
ん
検
診
の
目
 

的
は
何
か
に
移
り
、
久
道
教
授
 

は
「
が
ん
死
亡
を
減
ら
す
こ
 

と
」
と
明
快
に
答
え
て
い
る
。
 さ

ら
に
話
題
は
、
老
健
法
を
 

と
し
て
、
受
診
率
、
検
診
に
と
 

も
な
う
波
及
効
果
、
あ
る
い
は
 

医
療
費
の
節
減
へ
の
貢
献
へ
と
 

進
み
、
示
唆
に
富
む
展
開
を
み
 

せ
て
い
る
。
 

市
川
病
院
長
は
「
世
の
中
が
 

豊
か
に
な
つ
て
く
る
と
集
団
で
 

安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
で
も
無
 

い
よ
り
は
ま
し
、
の
哲
学
が
通
 

じ
な
く
な
つ
た
」
と
も
述
べ
、
 

最
後
に
、
い
つ
で
も
気
安
く
受
 

け
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る
。
第
 

は
精
度
管
理
、
三
番
目
は
、
 

I胃
だ
け
で
な
く
が
ん
全
体
を
視
 

野
に
入
れ
て
、
検
診
を
見
直
し
 

て
い
く
と
ま
と
め
た
が
、
寺
松
 

審
議
官
は
と
く
に
発
言
を
求
め
 

て
、
「
最
近
、
各
県
の
知
事
が
非
 

常
に
が
ん
対
策
に
興
味
を
持
つ
 

て
き
た
」
と
注
目
す
べ
き
発
言
 

を
行
な
っ
た
。
何
れ
に
し
て
も
 

が
ん
検
診
が
診
断
中
心
の
時
代
 

か
ら
、
社
会
的
1：
の̂
科
学
に
 

重
点
を
移
す
べ
き
時
代
を
迎
え
 

た
と
い
う
ベ
き
だ
ろ
う
か
。
 

赛
 3
 
回
お
地
方
会
 

シ
ン
ポ
，
消
化
管
診
断
の
最
先
端
を
如
何
に
集
検
に
生
か
す
か
 

教
育
講
演
，
肝
，
胆
.腌
痛
の
ス
ク
リ
I二
ン
グ
か
ら
 

総
合
画
像
診
断
ま
で
 

期
日
，
平
成
2
年
2
月
2
！
日
(
土
)
 

場
所
，
東
京
大
手
町
，
轻
団
連
ホ
Iル
 

会
長
，
(
財
)
早
期
胃
痛
検
診
協
会
池
延
東
男
 

第
"回
放
射
線
技
師
部
会
 

期
日
.
平
成
2
年
9
月
8
日
(
土
) 

場
所
，
橫
浜
市
，
市
民
文
化
会
館
関
内
ホ
Iル
 

会
長
，
神
奈
川
県
労
俲
衛
生
福
祉
協
会
技
師
長
石
渡
良
徳
 

良
い
X線
：
：
..̂2と
は
と
問
わ
 

れ
て
、
「
正
確
な
診
断
を
引
き
 

出
せ
る
^̂を
(一
：
；
；
う
」
と
答
え
 

た
の
で
は
彼
の
！
1：
会
答
弁
の
域
 

を
出
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

さ
り
と
て
、
対
照
度
、
鋭̂
 

度
、
化̂
度
な
ど
と
持
出
さ
れ
 

て
も
分
っ
た
よ
う
で
分
ら
ぬ
こ
 

と
評
論
家
諸
氏
の
説
を

か̂
さ
 

れ
る
が
如
く
で
あ
る
。
 

X
線
診
断
の
数
53化
は
極
め
 

て
困
難
と
さ
れ
、
結
局
は
読
影
 

医
の
判
断
に
ま
か
せ
ら
れ
る
。
 

ま
さ
に
眼
は
ロ
に̂
モ
ノ
を
い
 

う
世
界
で
あ
る
。
 

従
つ
て
凡
百
の

論̂
よ
り
も
 

先
ず
こ
れ
が
良
い
写
だ̂
と
い
 

う
標
本
が
提
示
さ
れ
れ
ば
、
各
 

人
が
こ
れ
を
手
本
に
努
力
す
る
 

と
い
う
図
式
が
出
来
上
が
る
。
 

今
春
の
総
会
で
は
そ
の
範̂
 

と
な
る
フ
ィ
ル
ム
が
展
示
さ
れ
 

る
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
開
心
 

が
集
ま
っ
た
。
 

筆
者
は
折
悪
し
く
参
加
で
き
 

な
か
っ
た
が
、
後
曰
、
う
ち
の
 

技
師
長
が
技
師
の
集
ま
り
で
11
 

い
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
 

あ
ち
こ
ち
か
ら
出
さ
れ
た
問
接
 

写
舆
の
評
価
が
行
な
わ
れ
、
三
 

施
設
の
フ
ィ
ル
ム
が
優
秀
と
認
 

め
ら
れ
た
と
い
う
。
な
お
、
逸
 

ば
れ
た
施
設
は
何
れ
も
当
地
方
 

会
の
メ
ン
バ
︱
と
い
う
こ
と
で
 

ご
同
廏
の
至
り
で
あ
る
。
愆
地
 

悪
爺
も
こ
の
際
は
、
素
に̂
& 

影
を
担
当
し
た
技
師
！
兄̂
に
拍
 

手
を
送
り
た
い
。
 

さ
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
^
 

い
て
み
る
と
、
三
施
設
の
掇
影
 

に
共
迎
し
て
い
る
こ
と
と
し
 

て
、
何
れ
も
高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
 

を
使
用
し
て
い
る
の
が
あ
げ
ら
 

れ
る
と
い
う
。
高
濃
度
バ
リ
ゥ
 

ム
を
使
え
ば
い
い
写
裒
が
撮
れ
 

る
の
は
当
前
だ
と
い
う
声
も
あ
 

つ
た
と
聞
く
が
、
こ
う
い
う
の
 

を
昔
か
ら
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
と
 

い
う
。
い
い
と
分
つ
て
い
る
な
 

ら
実
行
し
た
ら
よ
か
ろ
う
。
 

白
伏
す
る
が
、
一
一
、
三
年
前
 

筆
者
等
の
施
設
の
技
師
も
、
国
 

立
東
京
第
一
一
病
院
の
海
老
根
精
 

一
一
技
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
一
一
 

次
検
診
に
高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
を
 

使
っ
て
み
た
。
良
い
結
果
を
得
 

た
の
で
、
そ
の
成
帖
を
技
師
部
 

会
で
報
告
し
た
が
、
次
は
問
接
 

撮
影
へ
と
い
う
の
は
当
然
の
成
 

り
行
き
で
あ
つ
た
。
 

一
部
の
技
師
は
こ
れ
に
熱
中
 

し
、
一
部
の
技
師
は
こ
れ
を
冷
 

や
か
に
見
て
い
た
が
、
や
が
て
 

そ
れ
ま
で
の
写
真
が
一
変
し
た
 

と
思
え
る
よ
う
な
見
事
な
写
真
 

が
筆
者
の
眼
下
を
通
る
よ
う
に
 

な
っ
た
。
そ
の
ま
ま
進
め
ば
今
 

1；
の
栄
誉
の
一
端
を
占
め
る
こ
 

と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
事
 

務
局
か
ら
待
っ
た
が
か
か
っ
て
 

元
通
り
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。
 

待
っ
た
の
^̂
は
、
読
者
諸
兄
 

の
御
想
像
の
迎
り
で
あ
る
。
 

そ
の
あ
た
り
を
ど
う
す
る
か
 

と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
 

も
三
施
設
の
案
で
は
、
検
診
車
 

の
耐
用
年
数
を
幾
分
の
ば
す
こ
 

と
で
解
決
で
き
た
と
い
う
こ
と
 

で
あ
る
。
 

な
る
ほ
ど
名
案
で
あ
る
が
、
 

筆
者
等
の
施
設
で
は
そ
れ
も
折
 

り
込
ま
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
。
 

何
し
ろ
六
年
前
、
筆
者
が
き
た
 

と
き
、
す
で
に
あ
っ
た
検
診
車
 

博
士
口
 

が
今
で
も
動
い
て
い
て
、
あ
と
 

何
年
使
う
の
か
分
ら
ぬ
状
勢
だ
 

か
ら
で
あ
る
。
あ
と
は
、
ス
夕
 

ッ
フ
の
給
料
を
減
ら
す
し
か
な
 

い
。
そ
ん
な
こ
と
を
い
つ
た
ら
 

月
の
な
い
夜
は
け̂
な
く
な
る
 

だ
ろ
う
。
 

何
時
で
も
現
場
に
重
く
の
し
 

か
か
る
の
が
経
済
の
問
题
で
あ
 

る
。
そ
れ
も
ミ
ミ
ツ
チ
イ
話
ば
 

か
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
時
に
は
 

理
性
的
な
話
し
合
い
を
超
え
 

て
、
感
情
的
な
対
立
に
さ
え
発
 

展
す
る
。
現
場
の
宿
命
で
あ
ろ
う
。
 

と
こ
ろ
で
、
高
濃
度
バ
リ
ゥ
 

ム
だ
の
、
検
診
車
の
耐
用
年
数
 

だ
の
と
い
つ
て
い
る
間
に
、
前
 

号
で
書
い
た
根
本
的
な
問
題
が
 

は
つ
き
り
し
た
形
を
と
つ
て
現
 

わ
れ
て
き
た
。
 

大
腸
が
ん
検
診
を
念
頭
に
お
 

い
た
研
究
会
の
動
き
が
活
発
に
 

な
つ
て
き
て
い
る
。
 

「
便
潜
血
検
査
研
究
会
」
は
 

国
立
大
阪
病
院
腸
セ
ン
タ
︱
吉
 

川
宣
輝
医
師
、
、
財
団
法
人
愛
知
 

診
断
技
術
振
興
財
団
春
日
井
達
 

造
理
事
ら
が
中
心
と
な
り
、
便
 

潜
血
反
応
の
「
生
化
学
的
方
法
 

及
び
免
疫
学
的
方
法
の
感
度
、
 

特
異
度
及
び
陽
性
反
応
的
中
度
 

を
一
定
の
方
法
を
用
い
て
再
評
 

価
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
あ
 

ら
か
じ
め
設
定
し
た
対
象
者
全
 

員
に
対
し
て
、
特
定
の
機
で̂
 

ョ
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学
会
誌
八
三
号
に
掲
載
さ
れ
 

て
い
る
飯
沼
武
氏
の
論
文
が
そ
 

れ
で
あ
る
。
論
文
の
著
者
は
一
一
 

〇
〇
〇
年
に
お
い
て
、
四
〇
歳
 

台
の
胃
が
ん
一
救
命
あ
た
り
の
 

費
用
が
一
億
円
を
突
破
す
る
だ
 

ろ
う
と
予
測
し
て
い
る
。
こ
ん
 

な
予
測
が
で
る
と
、
高
度̂
バ
 

リ
ウ
ム
の
価
格
論
争
も
消
し
と
 

複
検̂
査
を
同
時
に
施
行
し
 

よ
う
と
す
る
集
中
研
究
で
、
症
 

例
提
供
協
力
会
員
は
関
西
地
方
 

を
中
心
に
す
で
に
四
三
機
関
に
 

達
し
て
い
る
。
 

「
大
腸
集
検
研
究
会
」
も
国
 

立
大
阪
病
院
の
吉
川
宣
輝
医
師
 

が
当
番
世
話
人
に
な
り
平
成
元
 

年
八
月
五
日
、
東
京
，
大
手
町
 

経
団
連
会
館
で
、
第
九
回
研
究
 

会
を
開
催
、
約
三
百
名
が
参
加
 

し
た
。
内
鏡
鏡
検
診
シ
ス
テ
 

ム
、
集
検
成
績
、
集
検
評
価
、
 

便
潜
血
検
査
の
比
較
な
ど
四
一
 

題
の
発
表
が
あ
り
、
総
合
討
論
 

を
国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
北
條
慶
 

一
医
師
の
司
会
で
行
な
っ
た
。
 

「
大
腸
検
査
法
研
究
会
」
(代
 

表
幹
事
名
尾
良
憲
ニ
ニ
楽
病
院
 

名
誉
院
長
)
の
第
七
回
総
会
は
 

平
成
元
年
十
月
一
一
十
一
日
、
大
 

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
︱
で
埯
玉
 

医
大
第
三
内
科
勝
健
一
会
長
の
 

も
と
に
行
な
わ
れ
た
。
 

一
般
演
题
五
八
。
シ
シ
ポ
ジ
 

ゥ
ム
は
「
大
腸
が
ん
早
期
発
見
 

の
問
题
点
と
対
策
」
を
検
診
の
 

立
場
、
外
来
の
立
場
か
ら
討
論
 

し
た
。
 

1-21-1111113111
 

ん
で
し
ま
う
。
 

飯
沼
氏
の
論
文
に
関
し
て
は
 

い
く
つ
か
疑
問
や
感
想
が
あ
る
 

が
、
そ
れ
に
言
及
す
る
の
は
次
 

の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
て
 

こ
こ
で
は
胃
集
検
の
現
場
の
も
 

の
は
忙
し
く
て
も
、
こ
の
論
文
 

に
は
ぜ
ひ
眼
を
通
し
て
お
く
こ
 

と
を
提
唱
し
た
い
。
 

10
 

、
 酸

 
の
 

後
 

士
【
ル
 

発
 

新
 

︱
置
ョ
\
 

2̂〜
3

 

3
ク
^
\ 

意
書
 

効

の

付

。
 

1
上
添
い
 

能
用
は
さ
 

効
使
て
だ
 

※
-

学
 

土
地
 

ネ
&0
 

会
，
 

式
3
 

株
田
 

ム
高
 

ィ
字
 

ハ

 ̂

矢̂
 

ケ
市
 

ン
西
 

ィ
引
 

I
県
 

ガ
蓽
 

ン
兵
 

ベ
ト
 

本

 ̂

曰
〒
 

先
" 

求
 

資
 

8̂
 

1
販
 

II！
田
大
 0

 
8
地
 

会
番
 

人
や

 ̂

36き
 ⑧

 

胃
集
検
の
現
場
か
ら
8
 

神
奈
川
県
労
働
衛
生
福
祉
協
会
き
日
 

消
化
器
診
断
部
長
 

き
日
 



平 成 元 年 1 2 月 2 5 日 胃 集 検 通 信 け ） 

表 2 年 齢 階 級 別 ^ 救 命 当 た り の 費 用 （ 女 ） 表 1 年 齢 階 級 別 ' 救 命 当 た り の 費 用 （ 男 ） 

笋位 1 0 0万円 単位 1 0 0 '万 I 1 

^ 8 6 
0り 

X 1 0 - 5人 陽 桟 ^
に

 
で

~—
~ 

^
 
、
 

ヌ
 

X Iザ円 八が 
0り 

X10—5入 

ス10 6円 XI。 6円 ズ10 6円 

れ
 

ね
 

9.25 152 133 176 4 0 - 4 4 16.5 85.0 76.7 98.7 

サ
 

寸
 12.2 115 104 133 32.3 43.4 39.2 50.4 

5 0 - 5 4 17.2 81.6 73.5 94.7 5 0 - 5 4 53.5 26.2 23.6 30.4 5 0 - 5 4 17.2 81.6 73.5 26.2 23.6 

5 5 - 5 9 23.9 58.7 52.9 68.1 5 5 - 5 9 84.9 16.5 14.9 19.2 

寸
 35.9 39.1 35.2 45.4 

サ
 119.6 11.7 10.6 13.6 

ひ
 

1 ひ 52.6 26.7 24.0 31.0 

ぬ
 176.2 7.96 7.18 9.24 

7 0 - 7 4 71.6 19.6 17.7 22.7 7 0 - 7 4 230.8 6.08 5.48 7.06 

7 5 - 7 9 90.3 15.5 14.0 18.0 7 5 - 7 9 273.3 5.13 4.63 5.96 

胃 集 検 の 経 済 的 評 価 

4 0 歳 台 で 1 億 円 時 代 ? 

8 3 救 命 さ れ る 胃 癌 患 者 数 の 計 算 式 

I I 年 間 隔 の 胃 集 検 で 実 際 に 

救 命 さ れ る ] V " の 胃 癌 患 者 数 

-般外凇群の肖癌患^の 
辆存率 

大6^がん登録参考) 

性'^^階級別の 

胃痛權患率(人) 
精検受讒率 

ゅ.^胃集檢全国集計) 

【鶴： 0 か " (！！ )小齟鱺 I I I 1 ^ 邐曹き '硪， 2 タ（；） 
1=1 I 

スクリーニング検^ 

の有病正^率 
.(！).9，久道のデータ） 

11^間^^集検に 11リ|！！1ぉ^̂検 
おける^铯患者累 における化^^お'； 
械係& 忠？;の5年'1：存申 

し 

0|1 Xこの項は，驗が行 
われなかった年の^^忠 
#では;療機閱を受^して 
牛-存する者の&③ 

01ドこの^は宵集検で兌逃 

コニカ̂ ^̂フィル̂\【閩接撮影用） 

0 ^ - 0 ^ / 6 5 昭和62年11月作成 

^ 0 1 1 1 0 3 

集団検診に最適なダブルガンマタイプと超离慼度タイプ 
0ドは高鮮鋭度で豊かな階調を持った、90秒処理が 

可能なダブルガンマタイプのオルソフィルムです。 

拿幅広いラチチュードにより、胸部撮影や胃部造影撮 

影にご使用いただけます。 

0 「屮は0 「の侵れた写真特性を基本にポリエステル 

ベースを採用し、集団検診の作業能率向上に役立つ 

長尺巻きのはスポットカメラ專用の才ルソフィルム 

です。 

05は被曝線量を幸圣減し、超高感度を誇るミラーカメラ 

専用のオルソフィルムです。 

暴胸部造影をはじめ、胃部造影撮影に適した写真特 

1生をそなえています。 

#超高感庋にもかかわらず粒状性に1憂れ、カフリも少 

なくクリア一な写真が得られます。 

コ ニ カ 株 式 芸 社 
163榮京都新宿区西新宿1-26-2 丁5し（。ョ）349-5175(代） 

0凹進化諭 

よりパ一フヱタトに、より使I 、やすぐ。 

05510を世に問うこと3年。いま再び、才リンパXIま、 

より高次元の』り完璧な内視綾「0ビ520」を生み出しました。 

05510に対していただいた先生方のたくさんのご意見を検̂分析。 

内部構造,部品のひとつひとつを見直し原点に民り徹底的に改良を加えました。 

格段に向上した操作性.光学性.挿人性、生検徂，能'⋯-。 

すべてにおいて，進化をあれ-内視Iそれが、ォリンパス05520です。 10，は國內，1̂ 8，11'カメラ等の光攀き台メーカ-

0 1 ^ ^ 1 * 1 1 5 
オリンパス光学ェII株式き社― 
16壳元株式会社オリ；̂ひ 

粘 膜 防 御 性 漬 瘍 治 療 剤 尺 " / ^ 

ク ル ナ ' ! ！ ク 
1カプセル'細粒18中各プラウノト一ル(一般名） 

8 0 [ ^含有遛（健保適用品） 

効能，効果：胃渙痛 

， 包 装 

カプセル：100カプセル(「丁？)、1,000カプセル丁り 

細粒：500ぉ缶)、1び1，050包 

参用法，用量、使用上の注意は 

添付文害をご覧下さい。 

― ， ― 

資柳 

1 = 3 1，ま^(甚ま1 
ノ〒104東京都中央区銀座2-7-12 

0！] Xこの^は0年間^の^ 
集検で発見され生存する胃 
癌患さ-数① 

②十③ニ兒掛けの救命& 

35 ：肖集検を行わなか- ：きの救命数 

される力'，要锖検とされた 
が特検を受診しなかった锊 
癌悉^で^療楝閱を受診し 
て生存する者の数② 

この頃は肖集検か 

忖われなかったとしても 

救命される^^^.&敉 

④ 

一
い
ま
か
ら
十
一
年
後
の
紀
元
一
一
〇
〇
〇
年
に
な
る
と
、
胃
3検
で
胃
が
ん
患
者
を
一
 

一
人
救
命
す
る
た
め
に
は
、
検
診
用̂
が
 

一
^
円
を
超
え
る
だ
ろ
う
と
の
予
測
論
文
が
 

一
「
消
化
器
染
:̂検
診
」
の
八
九
年
、
八
三
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
予
測
の
よ
う
に
な
れ
 

一
ば
、
対
象

:̂を
若
年
群
か
ら
絞
っ
て
ゆ
き
、
そ
の
資
源
(金
.人
)を
他
の
医
療
分
野
 

一
に
配
分
す
る
必
要
が
あ
る
と
原
著
者
は
指
摘
し
、
が
ん
の
集
検
は
曲
が
り
角
に
き
て
お
 

一
り
、
長
期
的
兒
通
し
と
一
 
一
対
策
が
必
要
と
提
言
し
て
い
る
。
 

学
問
に
つ
い
 

て
考
え
る
 

東
京
都
 

大
林
幸
子
 

上
智
大
学
教
授
 

の̂
渡
部
昇
一
さ
ん
 

の̂
本
を
読
ん
で
い
 

0た
ら
、
評
論
家
の
 

/
1
1
堺
屋
太
一
さ
ん
 

が
、
学
問
に
つ
い
て
次
の
よ
う
 

に
言
っ
て
い
た
。
 

「
学
問
と
い
う
も
の
は
、
あ
 

る
動
き
を
体
系
的
に
と
ら
え
て
 

そ
こ
か
ら
先
を
予
測
す
る
こ
と
 

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
 

ム
冊
 

厶
 

&
 

論
 

試
 

学
問
は
、
単
に
現
象
を
説
明
す
 

る
の
み
に
追
わ
れ
て
、
予
測
で
 

き
る
体
系
化
が
な
い
ん
で
す
」
 

な
る
程
と
思
っ
た
。
 

何
が
ど
う
「
な
る
程
か
」
と
 

言
わ
れ
て
も
困
る
が
、
堺
屋
さ
 

ん
の
言
葉
に
、
人
、
そ
れ
ぞ
れ
 

の
思
い
入
れ
が
あ
る
の
で
は
な
 

か
ろ
う
か
と
、
し
ば
し
考
え
さ
 

せ
ら
れ
た
。
こ
の
本
の
別
の
と
 

こ
ろ
で
、
渡
部
さ
ん
は
、
学
問
 

に
つ
い
て
孔
子
と
弟
子
の
子
路
 

の
対
話
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
 

い
る
。
 

孔
子
が
子
路
に
「
お
ま
え
は
 

「
彼
女
は
ォ
レ
の
…
…
」
 

と
来
る
と
、
ど
こ
か
の
国
の
 

宰
相
を
忠
ぃ
出
す
が
、
残
念
 

な
が
ら
「
…
…
」
に
は
「
患
 

者
」
が
つ
づ
く
。
臨
床
医
な
 

ら
、
一
度
や
一
一
度
口

 

，
 

に
し
た
こ
と
が
あ
る

 

，
 

と
思
う
。

 

0
 

医
師
と
忠
者
の
密
 

接
な

賴̂
関
係
を
示

Î 

す
言
菜
と
と
る
な
ら

 

ォ
 

"ま
、
こ
れ
ま
ま
ま
え
 

ま
し
い
こ
と
で
あ

 

^ 

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

 

I 

れ
が
困
る
と
言
う
の

 

^
 

が
、
疫
学
を
や
つ
て
 

い
る
医
師
。
 

臨
床
医
は
「
ォ
レ
の
患
者
 

は
ォ
レ
の
も
の
」
と
思
い
が
 

ち
だ
し
、
「
ォ
レ
の
患
者
の
 

情
報
も
ォ
レ
の
も
の
」
と
も
 

思
つ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
 

で
な
い
医
師
も
い
る
と
思
う
 

が
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
 

な
い
。
 

そ
の
た
め
に
、
が
ん
登
録
 

が
非
常
な
支
障
を
き
 

た
し
て
い
る
。
集
検
 

を
や
つ
て
い
て
も
、
 

精
密
検
査
、
外
科
手
 

術
、
病
理
組
織
検
査
 

な
ど
の
情
報
蒐
集
に
 

手
を
や
い
て
い
る
の
 

が
現
状
。
集
検
の
評
 

価
に
不
可
欠
の
罹
患
 

率
の
推
計
も
で
き
な
 

い
。
そ
れ
も
こ
れ
 

も
、
原
因
を
探
つ
て
行
く
 

と
、
臨
床
医
の
「
ォ
レ
の
も
 

の
」
意
谶
が
障
害
に
な
っ
て
 

い
る
。
困
っ
た
と
言
つ
て
す
 

む
問
題
で
は
な
い
が
、
と
。
 

学
問
が
好
き
か
」
と
尋
ね
る
と
 

「
学
問
？
そ
ん
な
も
の
何
の
意
 

義
が
あ
る
か
」
と
子
路
は
答
え
 

た
。
孔
子
は
「
人
に
は
、
勝
手
 

に
な
つ
て
し
ま
う
性
伏
を
矯
 

(
た
)
め
る
学
問
が
必
要
で
あ
 

る
。
正
し
、
修
め
、
そ
し
て
、
 

磨
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
 

て
、
も
の
は
用
に
立
つ
の
で
あ
 

る
」
と
学
問
の
必
要
性
を
説
 

ぐ
0
 す

べ
て
が
ナ
ウ
イ
時
代
に
、
 

孔
子
の
言
行
録
『
論
語
」
は
流
 

行
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
 

こ
ん
な
こ
と
を
い
う
孔
子
に
そ
 

こ
は
か
と
な
い
魅
力
を
感
じ
て
 

い
ち
ど
「
論
語
」
を
読
ん
で
み
 

よ
-̂̂
な
と
の
気
が
起
き
た
。
 

計
算
式
モ
デ
 

こ
の
モ
デ
ル
計
;̂式
を
用
い
 

て
"；
3検
の
用̂
効
分̂
析
を
 

行
な
い
研
究
51义
を
允
表
し
た
 

の
は
、
放
射
線
学̂
総
八
；
！
研
究
 

所
(
放
お
研
)
^
床
研
究
部

 ̂

一
一
研
究
の̂
飯
武̂
室
：
と̂
 ̂

野
之
男
部
。̂
 

飯
沼
室
设
は
放
医
研
に
絡
を
 

誓
、
「
消
化
觀
5検
診
」
の
 

よ
う
な
医
学
会
の
学
術
誌
に
論
 

文
を
発
表
し
て
い
る
が
、
学
位
 

は
医
学
で
は
な
く
工
学
2：
 

士
。
 

か
っ
て
、
放
射
線
被
に̂
よ
る
 

リ
ス
ク
や
内
祝
鏠
検

の̂
危
険
 

と
胃
；
3検
に
よ
る
利
益
を
対
比
 

し
た
リ
ス
ク
，
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
 

解
析
を
迎
じ
て
、
3！
検̂
の
；
；
：
 

効
な
述
に̂
対
す
る
言̂
を
行
 

な
つ
た
こ
と
は
:̂名
。
こ
の
提
 

言
か
ら
X線
検
の̂
8̂
3低
減
 

の
努
力
が
な
さ
れ
、
検̂
受
診
 

対
象
を
四
〇
歳
以
上
と
す
る
改
 

良
も
生
ま
れ
た
。
 

力
ら
算
出
 

レ
 

紀
元
一
一
〇
〇
〇
年
に
8！
叱
検
 

で
救
命
で
き
る
3！
が
ん
忠
者
一
 

人
に
対
す
る
検̂
5̂用
に
つ
い
 

て
結
論
的
に
い
え
ば
、
表
1、
 

2
の
太
線
の
枠
に
示
す
よ
う
 

に
、
で̂
は
四
〇
か
ら
四
四

 ̂

ま
で
の
三
年
に
一
回
の
検
診
で
 

九
、
八
七
〇
万
円
。
女
で
は
四
 

0か
ら
四
四
歳
ま
で
の
逐
年
、
 

一
一
年
に
一
回
、
三
年
に
一
回
の
 

検
診
で
何
れ
も
一
億
円
を
超
 

え
、
最
高
は
四
〇
か
ら
四
四
歳
 

ま
で
の
三
に̂
一
回
検
診
で
一
 

低
七
、
六
〇
〇
万
円
に
な
る
。
 

数
値
を
左
右
 

数
式
モ
デ
ル
で
は
、
宵
お
検
 

に
よ
る
救
命
31：
が
ん
盅
者
一
人
 

当
り
の
コ
ス
ト
を
求
め
る
た
 

め
、
ま
ず
表
3の
迎
り
、
0年
 

\。
 

般

 

レ
 

罾

&
厂

-

の

係

 ̂

の
胃
が
ん
患
者
数
を
求
め
る
。
 

見
掛
け
の
救
命
数
、
つ
ま
り
 

ひ
年
間
隔
の
22染
検
で
発
見
さ
 

れ
生
存
す
る
胃
が
ん
忠
者
数
 

①
、
胃
集
検
で
見
逃
さ
れ
る
 

か
、
要
精
検
と
さ
れ
た
が
精
検
 

を
受
診
し
な
か
-つ
た
胃
が
ん
患
 

者
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て
生
 

存
す
る
者
の
数
②
、
胃
粜
検
が
 

行
な
わ
れ
な
か
っ
た
年
(一
一
年
 

に
一
回
検
診
に
含
ま
れ
る
一
 

年
、
三
年
に
一
回
検
診
に
含
ま
 

れ
る
ー
一
年
)の
胃
が
ん
患
者
で
 

医
療
機
関
を
受
診
し
て
生
存
す
 

る
者
の
数
③
の
合
計
か
ら
胃
集
 

検
を
行
な
わ
な
か
つ
た
と
し
て
 

も
、
救
命
さ
れ
る
胃
が
ん
患
者
 

の
数
④
を
引
い
て
、
一
年
当
り
 

に
直
す
た
め
に
！
"で
割
つ
た
も
 

の
を
求
め
る
。
次
に
ひ
年
間
隔
 

胃
集
検
の
平
均
コ
ス
ト
を
求
め
 

る
(
表
4
)
0
こ
れ
は
一
次
検
 

診
コ
ス
ト
と
精
密
検
査
の
コ
ス
 

卜
の
和
を
0"で
割
り
一
年
問
の
 

コ
ス
ト
と
す
る
。
 

一
次
検
診
コ
ス
ト
は
一
一
、
〇
 

〇
〇
円
と
し
た
。
最
近
の
実
勢
 

コ
ス
ト
は
三
、
五
〇
〇
円
位
に
 

(五
面
に
つ
づ
く
) 

こ
れ
は
、
表
3か
ら
5に
示
 

し
た
計
お
式
モ
デ
ル
に
、
罹
忠
 

率
、
一
来
5
！
者
の
五
年
生
 

存
率
、
染
検
発
；
；
：
1̂2が
ん
&者
 

の
五
年
生
存
率
な
ど
の
パ
ラ
 

メ
ー
タ
︱
を
変
え
な
が
ら
、
五
 

つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
っ
た
も
の
 

の
五
番
目
で
、
胃
が
ん
罹
患
率
 

は
久
道
茂
，
朿
北
大
学
教
授
の
 

予
測
値
を
用
い
た
。
一
一
〇
〇
〇
 

年
と
一
九
八
五
年
比
で
9；
〇
. 

四
四
-倍
、
女
〇
，
三
一
一
倍
に
減
 

少
す
る
。
一
般
外
来
五
年
生
存
 

率
は
四
〇
冗
に
上
昇
。
三
年
に
 

回
検
診
の
五
年
生
存
率
は
六
 

|五
Xに
上
昇
と
仮
定
し
た
。
 

す
る
罹
患
率
 

(
逐
年
0

 

=
1
、
一
一
年
に
一
回
 

検
診
0=2、
三
年
以
上
に
 

回
検
診
！
"卩
ョ
)問
隔
の
胃
集
 

校
で
実
際
に
救
命
さ
れ
る
正
味
 



(う） 胃 集 検 通 信 平 成 元 年 1 2 月 2 5 日 

；暦2001年、観' 
V は 、 新 し い 配 合 理 論 に よ り 

^ 5 6 1 6 0 1 ^ 6 丁 0 乂 は 1 ： ソ を 咼 め た 抗 癌 剤 で す 。 

抗悪性腫瘍剤 

1)1=7 
8 

ユ ー 丄 』 力 

ん , ^ 大 鵬 藜 品 3 ： 常 禪 式 首 社 
\ ノ〒則東京都千代田区神田錦町1―

2 7 

技 術 の 曰 立 

シ ャ ー プ な 画 像 。 # ^ 1 ^ 0 1 ^ 1 

プル方 ^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^̂  ^^：' 、 '̂ ^̂  

參シャープな写真が得られます。 

高解像力メタル1.1をはじめ、小焦 

点X線管、小拡大率、自動露出制 

御機能により、コントラストのよい濃 

度の揃った写真が得られます。 

參映像系が大きくスライドします。 

映像系の移動範囲が大きぐ被 

検者を動かすことなく診断ができ 

ます。 

參能率よく検診できます。 

天板の巾が広く被検者の乗り降り 

が容易です。オートリター^構に 

より、一連の撮影終了後はスター 

ト位置に自動復帰します。遠隔操 

作卓は、操作器類の配置を工夫 

してあり、楽な姿勢で操作できます。 

參テーブルローリングは独特のガ 

イド方式 

テーブルローリング時にも天板面 

と1.1.前面の距離が一定で体軸 

中心の移動力
5
ほとんどありません。 

曰 立 胃 集 団 接 ^ 用 X 搲 装 圍 

株式会社曰： 5：メテ：(コ 
東京都千代田区内神田卜卜"ョ立鎌肅橇別嫁東京(̂"？屮II く代），礼浸26ト5651き仙お1~6311參東翻躉千8お-5321争北調東（大宮リトゅ了參寅京お3-1651参窗公翻歸241-3157參東京困八王子)44-1631*1̂31卜5601鲁静灣55-5271，名古量571 
參京都.北8〈ま都)256~3092參大6312-8091書場2ト9385き神戸"卜8181參広鳥ひト！^，西面!裹松）5̂ 508*̂ *11(8(1)713-5115 

1 検 

レベル 

表4 0年間隔胃集検の平均コスト 

0年間隔胃 
集検の平均コスト 

コスト精^検^のコスト 
は,0001リ1接撮おリ1リっリ〕11枚使11113カ00|リ 

3フアイバ一検̂10̂00ズめ:核撮おれの20？41 

^ ( ！ ! ) ̂  ( (！ ^ + ！^ョ.。？)/!! -2.0001リ十0バ7ズ0メズ 
01^111^1,1十10，000|リ乂；),） 

：4,040円 
3精核串 

晴核受脚 
放医研，飯沼武室長 

表 5胃集検による救命胃がん患者 1人当りのコスト 

胃集検全体のコスト 

' 蜜 1 + ！ " ' き ^ ま ! ) ま 一 き 骨 ) ^ ま ^ ! ^ き " ^ ^ ! ^ ^ 〕 

救命忠者& 

図胃癌の成長の模式図 

外来 
レベル 

% 検 
レベル 

( め 3 年後 

外 来 
レベル 

集 検 
レベル 

外来 
レベル 

(ヒ）I年後 

外来 
レベル 

% 検 
レベル 

(め 4年後 

外来 
レベル 

集 検 
レベル 

人 

( め 2 年後 

2 1 世 紀 

1 人 救 命 に 

(幻集検実施直後 

表6性'年齡階級別の胃癌り患率(川5人当たり） 

年 令 女 

40 — 44歳 37.4x10—5人 2 8 . 9 X 1 "ぷ 

ね
 

①
 

73.4 38.2 

50 — 54 121.6 53.8 

55-59 193.0 74.7 

271.9 112.1 

65-69 400.4 164.4 

70-74 524.6 223.8 

75-79 621.1 282.2 

宮城県'大阪府などの数値を参考にがんの統計1985年版の値に0.9 
を乗じ、1980～，87年の胃癌罹患率の減少を補正。 

"と
3の
関
係
に
つ
い
て
は
、
 

が
ん
の
成
長
速
度
に
関
し
て
、
 

多
く
の
値
を
と
り
得
る
と
考
え
 

ら
れ
る
の
で
、
実
証
的
な
研
究
 

に
よ
っ
て
、
よ
り
妥
当
な
数
値
 

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
期
待
す
 

る
と
、
論
文
の
中
で
コ
メ
ン
ト
 

し
て
い
る
。
 

こ
の
点
を
考
え
る
と
、
胃
集
 

検
の
専
門
医
は
が
ん
の
存
在
診
 

断
学
の
中
に
安
住
す
る
の
で
は
 

な
く
、
視
野
を
拡
げ
て
研
究
対
 

象
の
新
た
な
選
択
を
求
め
ら
れ
 

る
時
代
が
き
た
と
い
え
よ
う
。
 

問
題
点
指
摘
 

こ
の
研
究
を
ま
と
め
上
げ
る
 

た
め
に
、
飯
沼
室
長
は
大
阪
府
 

立
成
人
病
セ
ン
タ
̶
の
行
な
つ
 

て
い
る
胃
粜
検
車
に
同
乗
し
 

て
、
榘
検
の
実
態
を
休
験
す
る
 

と
と
も
に
、
数
式
モ
デ
ル
の
設
 

定
、
パ
ラ
メ
︱
夕
︱
の
数
値
の
 

推
定
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
大
 

阪
府
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
研
究
 

所
の
大
島
明
室
長
と
も
討
論
を
 

重
ね
、
こ
の
モ
デ
ル
は
第
一
次
 

近
似
と
し
て
の

的̂
解
析
に
基
 

く
も
の
で
、
動
的
解
析
法
を
用
 

い
た
時
系
列
の
も
の
で
は
な
い
 

と
し
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
 

簡
単
な
モ
デ
ル
に
よ
つ
て
も
、
 

胃
集
検
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
な
 

特
性
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
 

き
、
大
ま
か
な
费
用
効
果
分
析
 

に
は
有
効
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
 

最
後
に
、
飯
沼
室
長
が
指
摘
 

し
た
問
題
点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
 

第
一
は
、
胃
が
ん
患
者
一
人
 

救
命
す
る
の
に
要
す
る
胃
集
検
 

の
費
用
は
一
一
年
検
診
が
最
も
安
 

く
次
い
で
三
年
検
診
。
逐
年
検
 

診
が
最
も
高
い
。
 

第
二
は
、
胃
集
検
の
動
向
と
 

し
て
明
ら
か
な
の
は
、
福
患
率
 

の
低
下
で
あ
る
。
従
っ
て
、
罹
 

患
率
の
推
移
と
コ
ス
ト
の
上
昇
 

に
は
、
今
後
十
分
な
注
目
を
し
 

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
三
は
、
外
来
の
治
1̂5繽
 

が
上
昇
す
る
と
、
胃
集
検
の
有
 

効
性
が
減
少
す
る
の
で
、
こ
の
 

数
値
の
動
き
に
も
注
意
が
必
要
。
 

第
四
は
、
こ
の
分
析
は
第
一
 

次
推
定
で
、
十
分
に
計
算
さ
れ
 

た
ケ
Iス
コ
ン
ト
ロ

 

︱

ル

，

ス
 

タ
デ
ィ
な
ど
に
よ
り
計
算
さ
れ
 

た
死
亡
率
の
減
少
を
実
証
的
に
 

確
認
す
る
必
耍
が
あ
る
。
 

仮
に
、
毎
年
一
〇
人
か
胃
が
 
ベ
ル
小
)。
 

ィ
バ
︱
検
杏
は
一
万
円
と
し
、
 

対
象
者
数
は
要
粘
検
率
を
〇
，
 

一
七
、
^̂
受
診
率
を
〇
，
八
 

と
し
た
。
フ
ァ
イ
バ
︱
検
杏
の
 

受
診
者
は
葸
接
X線
撮
影
者
の
 

一
一
0̂。
こ
れ
を

 

一
^
1
1
の
コ
 

ス
ト
に
直
す
た
め
、
0で
割
つ
 

た
。
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
︱
タ
︱
 

に
よ
り
計
算
す
る
と
一
人
四
、
 

〇
四
〇
円
に
な
る
(表
4〕
。
 

さ
て
、
2；
検̂
に
よ
る
救
命
 

が
ん
^̂
:の
コ
ス
ト
は
表
5の
 

迎
り
。
当
然
、
分
子
で
あ
る
表
 

4の
値
が
大
き
く
な
り
、
分
母
 

で
あ
る
表
3の
値
が
小
さ
く
な
 

れ
ば
、
表
5の
5！
は
大
き
く
な
 

る
。
だ
か
ら
分
！
5の
罹
率̂
が
 

減
少
す
れ
ば
、
分

全̂
休
を
小
 

さ
く
す
る
の
で
、
そ
の
動
向
が
 

耍̂
と
な
る
。
 

"と
係̂
数
 

ん
に
罹
5！
す
る
と
し
て
、
胃
粜
 

検
の
一̂
 

次
ス
ク
リ
I
ニ
ン
グ
 

に
よ
っ
て
一
〇
〇
％
発
さ̂
れ
 

た
と
す
る
と
、
図
の
〈
3〉
に
 

示
す
よ
う
に
；
検̂
1̂後
に
は
一
 

〇
人
の
3！
者
の
51が
ん
の
大
き
 

さ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
(
集
検
レ
 

(
四
面
か
ら
)
 

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
精
密
検
 

杏
の
コ
ス
ト
は
直
接
X線
极
影
 

四
つ
切
一
一
枚
使
用
で
、
一
人
 

一
万
三
、
〇
〇
〇
円
。
胃
フ
ァ
 

注
目
し
た
い
 

表
3に
示
さ
れ
て
い
る
計
算
 

モ
デ
ル
の
。
ハ
ラ
メ
 

︱

夕

︱

の

う
 

ち
2：
；
が
ん
3̂1？
累
積
係
数
ひ
；
^
 

と
胃
が
ん
患
者
減
少
係
数
5.5
 

に
つ
い
て
、
飯
沼
室
長
は
と
く
 

に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
 

る
0
 

し
か
し
、
こ
の
が
ん
の
成
長
 

速
度
は
早
い
も
の
、
中
程
度
、
 

遅
い
も
の
の
三
称
あ
る
と
す
る
 

と
、
一
年
後
に
は
(
わ
)
の
よ
 

う
に
成
長
す
る
。
こ
の
段
階
で
 

は
、
成
長
の
早
い
右
端
の
三
人
 

も
外
来
レ
ベ
ル
(
大
)
に
は
達
 

し
て
い
な
い
の
で
、
患
者
の
自
 

発
的
来
院
に
よ
る
外
来
で
の
発
 

見
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

と
こ
ろ
が
、
一
一
年
後
(ふ
 

に
な
る
こ
の
三
人
は
外
来
レ
べ
 

ル
に
速
す
る
。
同
様
に
三
年
後
 

(
け
)
に
な
る
中
央
部
の
四
人
 

も
外
来
レ
ベ
ル
に
達
し
、
四
年
 

後
("̂
で
は
一
〇
人
全
！
：
：
3：
が
 

外
来
レ
ベ
ル
に
達
す
る
。
 

逐
年
検
診
で
は
図
(
わ
)
の
よ
 

う
に
お
年
一
〇
人
拾
い
だ
す
の
 

で
8山
り
\̂̂
リ
3。
外
来
 

受
診
は
な
い
の
で
33=3で
 

あ
る
。
一
一
年
後
検
診
で
は
図
 

(
わ
)
と
(
三
か
ら
一
年
後
の
 

一
〇
人
と
一
一
年
後
の
七
人
計
 

一
七
人
を

検̂
で
拾
い
だ
す
の
 

で
、
"②
リ
ロ
ズ
リ̂
リ
。
外
 

来
検
診
は
一
年
後
が
0人
、
一
一
 

年
後
が
三
人
で
あ
る
か
ら
タ
ぶ
 

リ
3\̂
リ
"と
な
る
。
同
様
 

な
計
算
方
法
で
、
三
年
検
診
で
 

は

図

(
わ

)
、

(
じ

)
、

(
ほ

)
か
 

」
こ
で
3と
01を
考
え
る
，
\̂
7̂ズ
リ̂
れ
。
四
年
検
診
で
 

大
 

は
検̂
で
拾
い
出
さ
れ
る
の
が
 

三
年
毎
と
同
じ
|一
〇
人
で
、
ひ
 

3=̂
5外
来
受
診
は
一
一
年
 

後
、
三
年
後
の
七
人
と
四
年
後
 

の
三
人
の
計
一
〇
人
と
な
り
、
 

タ

め

で

、

こ

の
 

時
点
で
柒
検
で
の
拾
い
だ
し
の
 

影
響
が
ま
つ
た
く
な
く
な
る
。
 

な
〈
0
が
4
よ
り
大
)
、
0
^
 

(！
"が
4よ
り
大
)で
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
の
値
が
一
定
と
な
り
、
各
々
 

と̂
で̂
あ
る
。
 

飯
沼
室
長
は
、
こ
の
よ
う
に
 

飯
沼
室
長
の
 



[^保適用I 

胃炎，胃潰蕩の治療に 
粘瞜防御性胃炎'胃；負痛治療剤(！! 

メ イ エ ル 
〔効能'効果〕 
攀下記疾患の胃粘牍病変（びらん、出血、 
発赤、浮腫）の改善。 
急性胃炎、II性胃炎の急性增恶期 

参霄清痕 

女用法，用量、使用上の注章は裂品添付文害をご參團ください。 

I講ー111III&式会社康，^中央区曰本^三丁き" 

励 

平 成 元 年 1 2 月 2 5 日 胃 集 検 通 信 （ら） 

都 県 
だより 

より！:!然なハーモニー 

食道'胃から: 、ら大腸へ、 
生理的な消～ 

新^71！ 

麵匕管運 1 
拿 慢 性 胃 炎 、 胃 切 除 後 症 候 群 に 伴 う 消 化 器 症 状 に 

(胸やけ、食欲不振、悪心，嘔吐、上腹部痛、腹部膨満感） 

攀 逆 流 性 食 道 炎 に 

# 偽 性 腸 閉 塞 ( 特 発 性 ） に 

消化管運動賦活調整剤 

！ 1 サ モ -
錠 

細 粒 
シサプリド〈健保適用〉 

/"！"、ぐ資料請求先〉 

吉富製薬 袜式 
会社 

大阪市中央区平！?？!二了 
；〈効能'効果〉〈用法'用量〉〈使用上の注意〉等については添付文書をご参照下さい。，989年7月作成 

" ^ ' 甲 レ め ネ ^ ? ^ . 

'-4 ^^^^0气^^^^^^～^ち: 

さわやかな朝 
症状にあわせた用量調節で… 

滴剤型緩下剤 

# ラ キ ソ ベ ロ ン 液 
くピコスルファ̶ トナド」ゥム製剤〉 
し 3乂 0 1 3 6「 0门 '隱健保適用 

肇胃，小腸でほとんど吸収されず、大腸で加水分解を受けて、 

初めて瀉下作用を発揮する。 

參胃'小腸への刺激性が少なく、作用発現はおだやか。 

參常習性便秘にすぐれた効果 

(効能'効果:'各種便秘症.術後排便補助.造影剤(硫酸バリウム）投与後の排便促進 
肇本剤の使用に際しては.製品添付文書をご参照ください。 
資料請求先:藤沢薬品工業晚医薬事業本部帝人;棟医薬車業本部学術部 

だフジサヮ 
一國大阪市中央区道修町3-4-7〒541 

マ、-レ 
医̂搴業本部東京都千代田区内幸町2丁目卜〗〒100 インゲルハイム西ドイツ 

足 し ^ 
れ ヽ I 
りそ 

031-10316 0 

さらに服用しやすくなりました。 

ソ ゲ ー ト 下 
讓 讓 遙 ： 誦 

ま 

組成100^中硫酸バリウム1209 

効能，効果消化管撮影 
用法，用量、使用上の注意等は、 
製品添付文書をご参照ください。 
包装300^ 1本 

資料請求先 

発売元大塚製薬株式会社 
東京都千代田区神田司町2-9 

製造元株式会社大塚製薬工場 

鳴門市撫養町立岩宇芥原115 

木
枯
勝
手
放
談
 

ど
う
甲
し
う
 

国
立
療
養
所
阿
久
根
病
 

院
(
鹿
児
島
県
阿
久
根
市
 

林
敏
雄
院
長
，
百
九
十
五
 

床
)
が
ガ
時
価
〃
の
半
額
 

で
出
水
郡
医
師
会
(
花
北
 

良
臣
会
長
)
に
払
下
げ
ら
 

れ
、
「
出
水
郡
医
師
会
立
」
 

阿
久
根
市
民
病
院
と
な
つ
 

た
。
厚
生
省
の
国
立
病
 

院
，
療
養
所
統
廃
合
，
民
 

間
払
下
げ
第
一
号
で
あ
 

る
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
 

ろ
う
が
、
毎
年
一
億
八
千
 

万
円
前
後
の
赤
字
も
そ
の
 

一
つ
。
「
医
療
は
非
利
益
」
 

を
国
も
貫
け
な
く
な
つ
て
 

き
た
こ
と
か
。
医
療
も
経
 

済
を
度
外
視
で
き
な
い
時
 

代
の
到
来
か
。
 

県
 

神
 

充
実
し
て
い
る
I次
検
診
協
 

活
発
な
部
会
活
動
 

神
奈
川
県
の
昭
和
六
十
三
年
 

度
の
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
胃
 

が
ん
検
診
の
爽
施
数
は
、
全
県
 

で
一
一
三
、
一
三
一
一
一
人
で
こ
れ
 

は
各
市
町
村
が
対
象
者
と
し
た
 

も
の
の
六
，
四
冗
に
あ
た
る
。
 

前
年
度
よ
り
僮
か
に
塯
加
し
て
 

、
る
。
神
奈
川
県
で
は
検
診
の
 

実
施
主
体
別
に
県
内
を
三
地
区
 

に
分
け
て
い
る
。
 

、
横
浜
市
5
1
が
ん
検
診
実
 

施
数
は
三
八
、
五
〇
七
人
で
、
 

三
、
八
四
六
人
が
市
の
検
診
 

車
で
、
九
、
三
九
五
人
が
保
健
 

所
の
問
接
X
線
で
、
一
五
、
二
 

六
六
人
が
医
疮
機
閱
の
9接
及
 

び
間
接
X
線
で
実
施
さ
れ
た
。
 

、
川
崎
市
実
施
数
は
一
一
 

、
〇
〇
六
人
で
、
五
、
五
三
 

三
人
が
市
の
検
診
車
で
、
一
、
 

熊
さ
ん
文
明
開
化
に
な
り
 

や
す
と
、
世
の
中
さ
ま
変
り
す
 

る
こ
と
が
多
く
な
り
や
す
ね
。
 

隠
居
内
も
外
も
と
言
い
 

た
い
の
だ
ろ
う
。
 

熊
さ
ん
当
た
り
。
例
の
美
 

奈
の
姐
さ
ん
の
店
で
、
叩
(
た
 

た
)
き
大
工
じ
ゃ
あ
生
き
残
れ
 

な
い
と
、
懇
懇
と
ご
高
説
を
承
 

り
ま
し
ま
し
た
。
も
っ
と
も
い
 

つ
し
よ
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
極
上
 

酒
、
そ
ら
、
ブ
ラ
ブ
ラ
 

。
 

隠
居
ブ
ラ
ン
デ
︱
と
言
 

い
た
い
ん
だ
ろ
う
。
 

熊
さ
ん
そ
れ
。
そ
の
ブ
ラ
 

ン
デ
︱
を
、
ち
ょ
び
つ
と
ご
ち
 

に
預
り
や
し
た
。
こ
れ
が
ま
た
 

う
ま
い
の
、
う
ま
く
ね
え
の
。
 

隠
居
話
を
進
め
な
さ
い
 

よ
。
肝
心
な
の
は
酒
よ
り
話
。
 

熊
さ
ん
そ
う
、
そ
う
、
そ
 

の
話
。
叩
き
大
工
は
設
計
図
な
 

し
に
家
を
建
て
て
し
ま
う
。
す
 

ベ
て
経
験
と
勘
。
名
人
芸
が
も
 

五
一
一
人
が
医
港
機
関
に
よ
る
 

間
接
X
線
で
、
一
四
、
九
六
一
一
 

人
が
個
人
検
診
(
計
画
検
診
)
 

の
形
で
行
な
わ
れ
た
。
 

三
、
県
域
^
内
の
桢
浜
市
、
 

川
崎
市
を
除
い
た
地
域
で
、
一
 

七
市
、
一
七
町
、
一
村
よ
り
な
 

る
。
県
域
で
は
一
次
検
診
は
民
 

間
の
検
診
機
関
の
検
診
車
で
、
 

精
検
は
都
市
医
師
会
の
検
診
グ
 

ル
Iプ
が
行
な
い
、
郡
市
医
師
 

会
の
行
な
う
精
検
読
影
会
に
は
 

一
次
検
診
機
関
の
医
師
、
放
射
 

線
技
師
が
参
加
す
る
方
式
が
定
 

着
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
地
域
で
 

の
検
診
総
数
は
五
一
一
、
七
一
九
 

人
で
、
そ
の
う
ち
五
一
、
六
四
 

五
人
が
民
間
の
七
検
診
機
関
の
 

検
診
車
で
行
な
わ
れ
、
残
余
が
 

医
機̂
関
に
よ
る
直
接
あ
る
い
 

は
間
接
X
線
で
行
な
わ
れ
た
。
 

神
奈
川
県
で
は
昭
和
五
十
七
 

年
一
一
月
に
神
奈
川
県
胃
団̂
検
 

診
機
関
一
次
検
診
連
絡
協
議
会
 

を
発
足
さ
せ
た
。
現
在
一
二
の
 

検
診
機
関
(
公
立
三
、
民
問
九
)
 

ニ
ョ
三
ニ
ニ
三
ー
三
ニ
一
一
一
三
ニ
ニ
ニ
三
三
二
三
三
ニ
ニ
三
三
 

の
を
い
う
。
こ
れ
で
は
、
家
は
 

逮
て
ら
れ
て
も
建
築
は
で
き
な
 

い
と
、
ブ
ラ
ン
デ
︱
の
旦
那
が
 

お
っ
し
ゃ
た
。
 

隠
居
な
る
程
。
い
い
こ
 

と
を
言
う
ね
え
。
文
明
開
化
の
 

逑
築
家
は
材
料
の
強
さ
を
計
算
 

す
る
材
料
力
学
。
組
み
立
て
た
 

と
き
の
丈
夫
さ
を
計
算
す
る
構
 

造
力
学
。
こ
れ
に
は
基
礎
や
風
 

力
も
考
え
る
べ
き
だ
。
 

が
協
議
会
に
加
入
し
て
い
る
。
 

な
お
相
談
機
関
と
し
て
県
衛
生
 

部
健
康
普
及
課
長
、
県
医
師
会
 

公
衆
衛
生
担
当
理
事
、
地
域
保
 

健
担
当
理
事
、
県
立
が
ん
セ
ン
 

タ
ー
放
射
線
技
師
長
の
出
席
を
 

お
願
い
し
て
い
る
。
こ
の
協
議
 

会
で
は
、
一
次
検
診
実
施
機
関
 

の
精
度
管
理
の
向
上
に
努
め
る
 

と
同
時
に
医
師
会
を
は
じ
め
と
 

す
る
関
係
：
機̂
関
と
の
連
携
協
 

調
を
は
か
り
、
共
通
の
諸
問
題
 

を
検
討
、
研
究
し
、
胃
集
団
検
 

診
の
充
実
、
発
展
に
努
力
し
て
 

き
た
。
 

昭
和
六
十
三
年
度
に
は
協
議
 

会
一
一
回
、
幹
事
会
五
回
、
運
営
 

部
会
三
回
、
技
術
部
会
一
回
、
 

学
術
講
演
会
一
回
を
開
催
し
 

た
。
協
議
会
で
は
県
成
人
病
検
 

診
管
理
指
導
協
議
会
胃
が
ん
部
 

会
の
報
告
、
県
腸
が
ん
対
策
検
 

討
委
員
会
の
報
告
、
日
本
消
化
 

器
集
団
検
診
学
会
及
び
関
東
甲
 

信
越
地
方
会
の
近
況
報
告
、
新
 

規
加
入
希
望
機
関
の
検
討
、
職
 

一
一
ニ
ニ
三
三
三
三
三
I一
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
三
一
 

利
益
を
確
保
し
な
く
て
は
な
ら
 

な
い
。
つ
ま
り
経
済
学
と
経
営
 

学
も
必
要
だ
な
。
 

熊
さ
ん
す
べ
て
が
学
。
な
 

ん
だ
か
あ
つ
し
ま
で
が
ガ
ク
ガ
 

ク
し
て
き
や
ん
し
た
。
 

麗
こ
れ
で
終
り
じ
や
 

な
い
よ
。
ま
だ
あ
る
。
 

熊
さ
ん
ま
だ
あ
る
ん
で
や
 

ん
す
か
。
ご
隠
居
に
こ
れ
程
ガ
 

ク
が
あ
る
と
は
驚
き
桃
の
木
。
 

域
検
診
で
の
七
枚
撮
影
の
普
 

及
、
本
協
議
会
が
行
な
っ
て
い
 

る
胃
集
検
一
次
検
診
機
関
に
つ
 

い
て
の
調
査
の
中
間
報
告
等
が
 

行
な
わ
れ
た
。
運
営
部
会
で
は
 

検
診
料
金
の
改
定
、
放
射
線
技
 

師
確
保
の
問
題
等
が
検
討
さ
れ
 

た
。
ま
た
技
術
部
会
で
は
持
ち
 

回
り
の
形
で
各
検
診
機
関
の
紹
 

介
、
実
態
調
査
を
兼
ね
た
施
設
 

見
学
会
と
そ
の
検
診
機
関
主
催
 

の
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。
 

問
題
点
に
つ
い
て
は
県
医
師
 

会
胃
が
ん
検
診
対
策
班
会
議
で
 

の
検
討
課
題
を
申
し
上
げ
る
。
 

一
、
大
腸
が
ん
検
診
の
あ
り
方
 

に
つ
い
て
、
特
に
シ
ス
テ
ム
化
 

の
問
題
、
さ
ら
に
注
腸
造
影
方
 

式
に
つ
い
て
一
定
の
基
準
を
定
 

め
る
こ
と
。
一
一
、
胃
が
ん
の
一
一
 

次
検
診
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
 

従
来
は
直
接
X
線
か
ら
入
る
方
 

式
を
採
用
し
て
き
た
が
、
直
接
 

に
内
視
鏡
か
ら
入
る
方
式
も
考
 

え
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
内
視
 

鏡
の
標
準
撮
影
方
式
を
検
討
 

中
。
 神

奈
川
県
予
防
医
学
協
会
 

理

事

坪

井

晟
 

熊
さ
ん
色
だ
け
は
ブ
ラ
ン
 

デ
1.̂い
う
や
つ
で
。
 

隠
居
情
け
な
い
顔
を
し
 

な
さ
ん
な
。
と
こ
ろ
で
、
ブ
ラ
 

ン
デ
︱
の
旦
那
の
話
は
ど
う
な
 

つ
た
ん
だ
ね
。
 

熊
さ
ん
そ
の
こ
と
で
す
 

よ
。
ブ
ラ
ン
デ
︱
の
旦
那
の
言
 

う
こ
と
は
、
「
熊
さ
ん
よ
。
胃
 

集
検
も
叩
き
大
工
方
式
で
や
つ
 

て
る
の
と
違
い
ま
す
か
」
と
、
 

熊
さ
ん
お
や
、
ご
隠
居
。
 

こ
れ
は
い̂
。
盗
み
ぎ
き
し
た
 

で
し
よ
。
材
料
力
学
や
構
造
力
 

学
は
ご
隠
居
に
は
緣
の
な
い
お
 

話
と
考
え
た
の
は
下
種
(
げ
 

す
)
の
浅
知
恵
か
。
な
に
と
ぞ
 

平
に
お
赦
し
を
。
 

隠
居
そ
れ
に
原
価
計
算
 

を
き
ち
づ
と
し
て
、
建
築
方
法
の
 

研
究
や
事
業
の
拡
充
の
た
め
の
 

隠
居
ど
こ
が
ど
う
発
展
 

す
る
か
。
幕
張
を
ご
覧
ん
。
メ
 

ッ
セ
が
街
を
変
え
る
よ
。
そ
れ
 

に
業
界
の
動
向
。
 

熊
さ
ん
わ
か
り
や
ん
し
 

た
。
ブ
ラ
ン
デ
︱
の
旦
那
と
同
 

じ
話
に
な
つ
て
き
た
。
そ
こ
で
 

ご
隠
居
。
一
杯
で
ま
せ
ん
か
。
 

隠
居
そ
れ
も
そ
う
だ
。
 

バ
ァ
さ
ん
。
熊
さ
ん
に
お
茶
。
 

こ
う
き
な
す
つ
た
。
 

隠
居
核
心
を
突
い
て
き
 

た
わ
け
だ
な
。
 

熊
さ
ん
尾
張
の
富
永
法
眼
 

が
日
本
癌
治
療
学
の
専
門
医
師
 

の
集
ま
り
で
発
表
し
た
中
で
 

「
検
診
で
予
防
で
き
る
割
合
は
 

必
ず
し
も
大
き
く
な
い
」
と
勇
 

気
あ
る
発
言
を
し
た
と
瓦
版
 

「
朝
日
」
に
で
て
ま
し
た
が
、
、
一
4
 

情
報
交
換
重
 

老
人
保
健
法
の
制
定
を
前
に
 

胃
集
検
の
向
上
と
発
展
を
目
指
 

し
て
、
具
体
的
活
動
を
行
な
う
 

こ
と
を
目
的
に
設
け
ら
れ
た
実
 

施
機
関
部
会
(
世
話
人
代
表
志
 

賀
信
雄
，
栃
木
県
保
健
衛
生
事
 

業
団
理
事
長
)
は
、
そ
の
目
的
 

を
達
し
た
の
で
発
展
的
解
消
 

し
、
実
施
機
関
連
絡
協
議
部
会
 

(
連
絡
協
議
部
会
と
略
)
に
衣
 

替
え
し
て
新
発
足
す
る
こ
と
に
 

な
っ
た
。
 

こ
の
た
め
、
最
後
の
実
施
機
 

関
部
会
世
話
人
会
が
十
一
一
月
四
 

日
、
東
京

築̂
地
大
野
ビ
ル
で
 

開
催
さ
れ
、
正
式
に
実
施
機
関
 

部
会
の
解
消
と
新
連
絡
協
議
部
 

会
の
設
置
が
承
認
さ
れ
た
。
 

連
絡
協
議
部
会
の
部
会
長
に
 

は
元
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
 

タ
ー
所
長
坪
井
晟
，
神
奈
川
県
 

予
防
医
学
協
会
理
事
を
推
薦
。
 

委
員
は
東
京
都
と
神
奈
川
県
は
 

五
名
、
他
県
は
三
名
を
現
在
の
 

実
施
機
関
部
会
世
話
人
に
推
薦
 

し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
 

予
定
さ
れ
る
事
業
と
し
て
は
 

一
三
三
ニ
ニ
三
三
三
三
三
三
三
三
三
二
三
II 

存
知
。
こ
れ
か
ら
始
ま
っ
て
、
 

X
線
の
撮
影
学
も
い
い
、
読
影
 

学
も
い
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
 

す
べ
て
で
、
こ
と
足
れ
り
と
し
 

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
い
ま
の
1！
 

集
検
の
本
質
は
叩
き
大
工
と
同
 

じ
に
見
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
 

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
 

す
が
、
と
。
 

隠
居
言
葉
は
柔
ら
か
い
 

が
、
中
身
は
厳
し
い
ね
。
 

熊
さ
ん
そ
れ
か
ら
、
一
つ
 

ひ
と
つ
具
体
的
に
攻
め
て
く
る
 

ん
で
、
ま
い
り
ま
し
た
の
な
ん
 

の
。
総
合
的
な
集
団
検
診
学
が
 

で
き
て
な
い
こ
と
に
尽
き
る
ん
 

で
や
す
が
ね
。
 

隠
居
ブ
ラ
ン
デ
︱
の
旦
 

那
つ
て
何
者
な
ん
だ
ね
。
素
人
 

と
は
思
え
ん
が
。
 

熊
さ
ん
正
体
を
き
く
前
に
 

ブ
ラ
ン
デ
ー
に
酔
い
つ
ぶ
さ
れ
 

て
、
後
は
白
河
夜
船
。
 

隠

居

だ

ら

し

が

な

い
 

ね
。
そ
れ
が
熊
さ
ん
悪
い
と
こ
 

ぎ
。
 

ト
 

2
年
度
事
業
報
告
と
 

決
算
書
を
全
会
員
に
送
付
 

昭
和
六
十
三
年
度
の
本
会
の
 

事
業
報
告
と
決
算
書
は
、
九
月
 

十
七
日
、
甲
府
市
で
開
催
さ
れ
 

た
第
三
八
回
地
方
会
総
会
で
承
 

認
さ
れ
た
の
で
、
十
一
一
月
下
旬
 

ま
で
に
印
刷
物
と
し
て
ま
と
め
 

た
上
、
全
会
員
に
送
付
す
る
こ
 

と
に
な
っ
た
。
 

標
準
料
金
研
究
大
詰
へ
 

報
告
書
は
来
年
秋
完
成
 

胃
集
検
料
金
の
標
準
化
に
つ
 

い
て
作
業
を
す
す
め
て
い
る
料
 

金
問
題
作
業
班
は
、
精
度
管
理
 

と
の
関
係
を
つ
め
る
た
め
、
宮
 

下
美
生
委
員
を
招
き
、
七
月
十
 

一
、
十
一
一
日
に
長
野
県
上
山
田
 

温
泉
で
研
究
会
を
行
な
っ
た
。
 

胃
集
検
ー
次
検
診
モ
デ
ル
に
 

対
す
る
精
度
管
理
指
針
の
チ
ヱ
 

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
分
類
の
適
 

否
、
偽
陰
性
例
の
把
握
の
実
質
 

内
容
と
そ
の
数
量
化
、
要
観
察
 

群
の
設
定
内
容
と
そ
の
数
量
化
 

な
ど
六
項
目
を
検
討
議
題
と
 

し
、
宮
下
メ
モ
を
参
考
に
し
な
 

が
ら
検
討
を
行
な
つ
た
。
報
告
 

書
は
来
年
秋
に
出
来
上
が
る
予
 

定
。
 

3！
の
新
部
会
へ
 

『
部
会
衣
替
え
 

①
各
都
県
の
情
報
の
交
換
、
②
 

実
施
面
の
問
題
点
の
協
議
、
③
 

精
度
管
理
の
推
進
、
④
教
育
研
 

修
会
へ
の
参
加
な
ど
が
考
え
ら
 

れ
て
い
る
が
、
こ
の
他
放
射
線
 

技
師
部
会
が
単
独
で
行
な
つ
て
 

い
る
「
胃
集
検
車
の
標
準
化
」
 

の
報
告
書
取
扱
い
は
、
同
部
会
 

と
協
議
の
上
、
整
合
性
を
は
か
 

り
た
い
と
し
て
い
る
。
実
施
機
 

関
部
会
は
、
昭
和
五
十
六
年
七
 

月
八
日
に
発
足
、
わ
が
国
の
胃
 

集
検
根
幹
に
影
響
を
与
え
る
活
 

動
を
行
な
つ
て
き
た
。
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ま , 』 

三
人
目
は
ノ
︱
コ
メ
ン
ト
。
 

「
(評
価
展
示
の
継
続
開
催
 

を
)期
待
さ
れ
て
も
困
る
。
な
 

に
し
ろ
カ
ネ
が
か
か
る
こ
と
な
 

の
で
、
次
期
会
長
に
(
ぜ
ひ
開
 

催
を
と
)進
言
す
る
こ
と
は
難
 

し
い
。
い
ず
れ
学
会
の
な
か
に
 

技
師
部
会
の
よ
う
な
も
の
が
で
 

き
る
の
で
、
そ
こ
で
協
議
す
る
 

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
。
 

第
一
一
九
回
日
本
消
化
器
集
検
 

^̂！
,̂平
成
一
一
年
四
月
 

一
不
七
、
一
不
八
曰
、
大
阪
国
 

際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
会
長
大
 

柴
三
郎
，
大
阪
医
大
教
授
の
も
 

と
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
 

て
い
る
の
で
、
間
接
X線
写
真
 

の
評
価
展
示
を
継
続
し
て
開
催
 

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
準
備
 

を
す
す
め
な
い
と
間
に
合
わ
な
 

く
な
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
 

第

回̂
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
会
 

受
講
者
公
募
始
ま
る
 

四
泊
五
日
、
連
日
午
前
九
時
 

か
ら
午
後
九
時
ま
で
、
び
つ
し
 

り
学
習
す
る
の
で
、
「
地
獄
の
 

研
修
会
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
 

な
つ
た
、
本
会
放
射
線
技
師
部
 

会
の
メ
イ
ン
き
ィ
べ
ン
ト
、
第
 

一
一
一
回
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
 

会
が
、
平
成
一
一
年
一
一
月
八
日
か
 

ら
+ー
一
日
ま
で
、
千
葉
市
の
厚
 

生
年
金
休
暇
セ
ン
タ
︱
で
開
催
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
関
係
者
 

に
は
受
講
者
募
集
案
内
を
送
付
 

し
た
。
 

こ
の
研
修
会
の
受
講
者
が
、
 

三
三
ニ
ニ
三
三
三
三
三
三
二
三
三
三
二
一
三
三
I
 

か
ら
合
理
化
を
推
進
し
た
。
即
 

ち
、
じ
51̂
ク
リ
ニ
ッ
ク
健
康
 

管
理
セ
ン
タ
︱
の
統
括
運
営
主
 

体
と
し
て
株
式
会
社
シ
Iエ
ス
 

ケ
ー
の
設
立
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
よ
つ
て
、
健
康
管
理
 

部
門
へ
の
投
資
が
容
易
に
な
り
 

受
益
者
に
対
す
る
サ
︱
ビ
ス
の
 

心
構
え
が
一
変
し
た
。
一
枚
の
 

検
診
通
知
で
、
来
れ
ば
検
診
し
 

て
や
ろ
う
か
ら
、
ど
う
し
た
ら
 

受
益
者
の
た
め
に
な
る
か
、
つ
 

ま
り
受
益
者
中
心
主
義
に
な
つ
 

た
の
で
あ
る
。
 

修
社
長
は
「
我
々
は
信
用
を
 

売
っ
て
い
る
の
で
、
検
診
効
果
 

を
下
げ
る
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
は
 

絶
対
に
避
け
な
く
て
は
な
ら
な
 

い
。
そ
の
た
め
に
は
よ
い
写
真
 

を
撮
る
こ
と
で
、
撮
影
に
従
事
 

し
て
い
る
技
師
の
意
見
は
最
大
 

限
に
尊
重
し
な
く
て
は
な
ら
な
 

い
」
と
言
う
。
 

福
岡
が
高
濃
度
バ
リ
ウ
ム
の
 

使
用
に
踏
み
き
れ
た
の
も
こ
う
 

し
た
背
景
が
あ
る
こ
と
を
見
逃
 

し
て
は
な
ら
な
い
。
検
診
に
対
 

す
る
姿
勢
の
転
換
を
福
岡
の
写
 

真
は
教
え
て
い
る
。
(敬
称
略
) 

本
年
四
月
、
岐
阜
市
で
開
催
さ
 

れ
た
「
間
接
X線
写
真
評
価
展
 

示
」
で
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
 

を
総
ざ
ら
い
し
た
こ
と
か
ら
、
 研

修
会
に
対
す
る
評
価
が
い
つ
 

そ
う
高
ま
り
受
講
希
望
者
の
激
 

増
が
予
想
さ
れ
る
。
 

が
ん
検
診
の
対
象
は
胃
集
検
 

だ
け
で
な
く
他
の
臓
器
に
も
拡
 

が
り
を
み
せ
て
い
る
の
で
、
そ
 

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
前
回
に
 

引
き
続
き
早
朝
公
開
講
座
と
し
 

て
、
毎
日
午
前
七
時
か
ら
一
時
 

間
、
次
の
講
座
を
行
な
う
こ
と
 

に
し
た
。
5大
腸
が
ん
検
診
、
②
 

超
音
波
検
診
、
乳̂
が
ん
検
診
、
 

④
肺
が
ん
検
診
。
 

放
射
線
技
師
も
実
力
の
時
代
 

を
迎
え
て
い
る
。
 

問
合
せ
先
、
電
話
〇
三
(
五
 

四
二
)

 

二
五
一
一
、
国
立
が
ん
 

セ
ン
タ
ー
放
射
線
診
断
部
田
仲
 

隆
技
師
。
 

一
濃
度
注
腸
造
影
剤
 

埼
玉
医
大
放
射
線
科
で
研
究
 

大
腸
検
査
法
研
究
会
(
代
表
 

幹
事
名
尾
良
憲

三̂
楽
病
院
名
 

誉
院
長
)
の
第
七
回
総
会
が
十
 

月
一
一
十
一
日
、
大
宮
市
で
開
催
 

さ
れ
た
。
 

一
般
演
題
五
八
題
は
、
ス
ク
 

リ
︱
 
ニ
ン
グ
検
査
法
と
し
て
の
 

潜
血
反
応
、
注
腸
X線
像
の
検
 

討
、
内
視
鏡
と
く
に
電
子
内
視
 

鏡
成
績
、
注
腸
X線
と
内
視
鏡
 

検
査
の
前
処
置
な
ど
で
あ
る
つ
 

た
が
、
埼
玉
医
大
放
射
線
科
が
 

「
注
腸
用
造
影
剤
と
し
て
、
高
 

付
着
性
低
濃
度
注
腸
用
造
影
剤
 

(し
0̂

ご̂
に
つ
い
て
集
 

中
的
に
発
表
し
て
い
る
の
が
注
 

目
さ
れ
た
。
 

し
じ
丁
︱

は̂
低
濃
度
(̂
 

附
/
乂
冗
)
、
四
〇
〇
8
を
使
 

用
。
添
加
剤
の
種
類
と
量
に
よ
 

り
優
れ
た
付
着
性
を
得
る
。
低
 

濃
度
の
た
め
腸
管
の
重
な
り
部
 

分
の
透
過
性
が
よ
い
。
上
行
結
 

腸
起
始
部
へ
の
移
動
が
容
易
な
 

の
で
、
腸
管
の
0
 丁
造
影
に
も
 

応
用
で
き
る
と
い
う
。
 

日
放
技
 

鈴
鹿
市
に
教
育
セ
ン
タ
I落
成
 

日
本
放
射
線
技
師
会
(
中
村
 

実
会
長
)
は
、
十
月
七
日
、
日
 

本
放
射
線
技
師
会
教
育
セ
ン
 

タ
I〈

3̂0国
際
放
射
線
技
 

師
研
修
セ
ン
タ
I〕
の
落
成
式
 

を
関
係
者
約
五
百
名
が
参
加
し
 

て
行
な
つ
た
。
 

こ
の
セ
ン
タ
︱
は
、
中
村
会
 

長
の
理
念
で
あ
る
「
放
射
線
技
 

師
の
地
位
の
向
上
は
教
育
に
あ
 

る
」
に
基
き
、
医
療
科
学
大
学
 

の
設
置
と
併
せ
て
建
設
が
す
す
 

め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
 

所
在
地
は
鈴
鹿
市
岸
岡
町
、
 

規
模
は
敷
地
面
積
四
、
0〇
0
 

平
方
米
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
︱
ト
 

地
上
四
階
で
延
面
積
三
、
九
一
一
 

六
平
方
米
。
一
階
は
管
理
部
門
 

の
ほ
か
、
実
習
楝
と
し
て
リ
ニ
 

ア
ツ
ク
室
、
0
 
丁
室
、
XI
 

丁

 V
室
、
じ
尺
画
像
処
理
室
、
 

実
験
実
習
室
、
尺
I実
習
室
な
 

ど
が
あ
る
。
一
一
階
は
映
写
室
、
 

同
時
通
訳
室
を
併
置
し
た
講
堂
 

と
講
議
室
、
会
議
室
、
コ
ン
ビ
 

ュ
︱
タ
室
、
図
書
室
の
ほ
か
、
 

宿
泊
室
が
あ
る
。
三
、
四
階
は
 

宿
泊
室
が
主
と
な
つ
て
い
る
が
 

キ
ッ
チ
ン
、
ラ
ン
ド
リ
︱
な
ど
 

も
設
け
ら
れ
て
い
る
。
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
I岡
崎
技
 

師
長
が
厚
生
省
技
師
会
長
に
 

国
立
が
ん
セ
ン
タ
︱
の
岡
崎
 

実
技
師
長
が
、
十
月
一
不
六
日
 

付
で
厚
生
省
放
射
線
技
師
会
の
 

会
長
に
就
任
し
た
。
 

厚
生
省
放
射
線
技
師
会
は
国
 

立
病
院
、
同
療
養
所
な
ど
に
勤
 

務
し
て
い
る
放
射
線
技
師
の
組
 

織
で
、
学
術
の
振

、̂
技
術
の
 

向
上
な
ど
の
学
会
や
研
修
会
の
 

開
他
は
も
ち
ろ
ん
、
放
射
線
技
 

師
に
関
す
る
諸
問
題
の
検
討
な
 

ど
を
行
な
つ
て
い
る
。
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ニ
ュ
ー
ス
が
号̂
に
 

温
情
伝
え
る
素
朴
な
筆
 

「
胃
の
会
二
ュ
︱
ス
」
が
十
一
一
月
一
日
発
行
で
四
0号
に
な
つ
た
。
よ
く
こ
こ
ま
で
き
 

た
、
と
ま
さ
に
感
無
量
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
と
拍
手
を
贈
り
た
い
。
素
朴
な
筆
が
、
何
と
 

も
い
え
な
い
味
を
含
ま
せ
て
、
東
信
濃
の
技
師
諸
兄
の
温
か
い
心
を
伝
え
て
く
れ
る
。
 

遅
々
と
し
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
勉
強
会
の
結
果
も
確
実
に
上
が
つ
て
い
る
こ
と
を
知
る
 

こ
と
が
で
き
る
の
も
嬉
し
；
 
、
ま
で
は
二
ュ
ー
ス
の
配
達
が
待
ち
遠
し
：
 

診
瘵
放
射
線
技
師
と
消
化
 

X線
撮
影
は
い
い
か
え
る
と
、
 

人
と
技
術
の
関
係
で
あ
る
。
技
 

術
は
そ
れ
自
体
で
は
ま
つ
た
く
 

機
能
し
な
い
。
人
が
あ
る
目
的
 

を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
技
術
 

を
効
率
よ
く
活
用
し
た
と
き
に
 

は
じ
め
て
機
能
す
る
。
こ
れ
は
 

自
明
の
こ
と
で
は
あ
る
け
れ
ど
 

も
、
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
案
 

外
わ
か
っ
て
い
な
い
。
 

第
一
一
回
胃
粜
検
従
事
者
研
究
 

会
全
国
大
会
で
行
な
わ
れ
た
、
 

わ
が
国
で
初
め
て
の
11接
X線
 

写
真
評
価
展
示
で
、
最
投
秀
賞
 

を
受
赏
し
た
福
岡
良
和
技
師
 

(束
京
，
じ
5

 Xク
リ
ニ
ッ
ク
) 

の
話
を
き
く
と
、
改
め
て
こ
の
 

こ
と
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
 

た
。
 

福
岡
が
間
接
X線
撮
影
の
手
 

胃
の
会
が
で
き
た
 

の
は
、
昭
和
六
十
一
 

六̂
月
。
胃
X線
写
 

真
の
向
上
を
め
ざ
し
 

て
、
評
価
法
の
規
格
 

化
を
確
立
す
る
こ
と
 

を
目
的
と
し
、
毎
月
 

一
回
、
消
化
管
极
影
 

に
興
味
の
あ
る
技
師
 

が
粜
つ
て
勉
強
会
を
 

1
订
な
う
こ
と
に
し
 

た
。
 

長
野
放̂
射
線
技
 

師
会
、
同
技
術
学
会
 

の
支
援
も
？
お
ら
れ
て
 

法
に
開
眼
し
た
の
は
、
昭
和
五
 

十
四
年
。
本
会
で
開
催
し
た
第
 

一
回
消
化
管
撮
影
技
術
研
修
会
 

を
受
講
し
た
と
き
で
あ
る
。
 

講
師
の
中
村
太
郎
(
大
宮
市
 

医
師
会
市
民
病
院
技
師
長

当̂
 

時
)
の
「
造
影
剤
を
変
え
る
と
 

信̂
支
部
の
一
分
科
会
と
認
知
 

さ
れ
た
。
世
話
人
代
表
は
小
諸
 

厚
生
病
院
の
萩
原
常
夫
技
師
。
I
 

二
ュ
︱
ス
の
第
一
号
を
み
る
 

と
、
「
(勉
強
会
の
)出
席
者
は
 

ニ
ニ
名
、
東
信
支
部
会
員
の
三
 

分
の
一
を
越
え
ま
し
た
。
中
途
 

で
退
場
す
る
人
も
な
く
、
次
回
 

か
ら
も
こ
れ
く
ら
い
築
つ
て
く
 

れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
と
 

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
章
は
あ
 

り
ふ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
な
か
 

な
か
書
け
な
い
も
の
で
あ
る
。
 

つ
づ
い
て
、
「
胃
の
会
に
は
 

現
在
お
よ
そ
一
一
万
六
千
円
余
り
 

現
金
が
あ
り
ま
す
」
と
、
い
き
 

な
り
カ
ネ
の
報
告
に
な
る
の
も
 

い
か
に
も
胃
の
会
ら
し
い
。
 

，
勉
強
会
の
様
子
は
、
理
想
の
 

ル
Iチ
ン
検
査
と
は
何
か
、
か
 

ら
始
つ
て
同
一
施
設
で
何
種
類
 

も
の
ル
︱
チ
ン
検
査
を
行
な
つ
 

て
い
る
の
は
何
故
か
、
に
な
 

り
、
し
ま
い
に
ル
︱
チ
ン
検
査
 

と
は
何
か
、
と
哲
学
的
議
論
に
 

発
展
し
て
い
る
。
 

研
究
会
の
出
席
が
四
人
に
減
 

つ
て
し
ま
つ
た
こ
と
も
あ
る
。
 

し
か
し
、
ム
「
年
の
八
月
五
日
に
 

は
佐
久
総
合
病
院
の
山
の
家
で
 

サ
マ
︱
セ
ミ
ナ
︱
を
開
催
。
写
 

真
の
懇
親
会
で
楽
し
さ
を
盛
" 

上
げ
た
。
 

画
像
評
価
展
示
の
 

継
続
開
摧
は
望
み
薄
 

消
化
管
X線
撮
影
に
従
事
す
 

る
放
射
線
技
師
の
登
竜
門
に
な
 

る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
、
「
簡
 

接
X線
写
真
の
評
価
展
示
」
の
 

継
統
開
催
は
怪
し
い
雲
行
き
に
 

な
つ
て
き
た
。
 

本
紙
が
、
九
月
一
一
十
九
日
か
 

ら
弘
前
市
で
開
催
さ
れ
た
第
一
一
 

研
修
会
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
 

た
先
輩
技
師
も
少
な
く
な
か
つ
 

た
が
、
中
村
の
言
葉
に
反
応
し
 

た
技
師
は
い
な
か
っ
た
。
 

中
村
は
県
展
レ
べ
ル
を
超
え
 

る
書
家
で
あ
る
。
納
得
の
行
く
 

作
品
を
書
く
た
め
に
、
筆
、
紙
、
 七

回
日
本
消
化
器
集
検
学
会
秋
 

会
の
会
場
で
、
複
数
の
関
 

係
者
の
意
見
を
き
い
た
結
果
は
 

次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
 

「
評
価
展
示
を
行
な
う
か
ど
 

う
か
は
、
次
期
会
長
の
考
え
方
 

ひ
と
つ
で
決
ま
る
も
の
な
の
 

で
、
開
催
見
通
し
を
き
か
れ
て
 

一
三
三
三
一
 

よ
っ
て
ま
つ
た
く
違
つ
た
字
に
 

な
っ
て
し
ま
う
。
恐
ろ
し
い
ほ
 

ど
だ
よ
。
X線
写
真
だ
つ
て
同
 

じ
こ
と
だ
と
思
う
よ
」
と
言
つ
 

た
こ
と
が
あ
る
。
 

福
岡
の
勤
務
し
て
い
る
 

じ
5
 
X
の
泉
修
社
長
は
言
う
。
 

画
像
撮
影
の
項
点
に
立
つ
 

技
師
.福
岡
良
和
 

写
I！
が
よ
く
な
る
よ
」
の
ひ
と
 

言
を
聞
い
た
と
き
、
「
そ
う
か
 

や
っ
て
み
ょ
う
」
と
、
ひ
ら
め
 

く
よ
う
な
感
性
を
も
つ
て
い
た
 

こ
と
で
あ
る
。
 

こ
の
研
修
会
の
受
講
者
は
、
 

福
岡
の
ほ
か
に
数
多
く
い
た
し
 

#̂師
 和

 
福
 

墨
汁
に
異
常
と
も
思
え
る
神
経
 

を
使
う
。
墨
汁
は
一
年
く
ら
い
 

経
つ
と
、
残
り
を
惜
し
み
な
く
 

捨
て
て
、
新
し
い
も
の
に
代
え
 

て
し
ま
う
。
書
の
生
命
で
あ
る
 

墨
の
色
、
艷
、
の
び
な
ど
が
思
 

う
よ
う
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
 

る
。
 

中
村
は
こ
の
こ
と
を
長
い
修
 

練
に
よ
つ
て
体
得
し
た
。
こ
の
 

経
験
を
、
研
修
会
で
話
し
た
の
 

で
あ
る
。
「
書
は
人
な
り
」
と
 

い
う
。
中
村
は
「
書
ほ
ど
人
の
 

性
格
を
現
わ
す
も
の
は
な
い
し
 

同
じ
人
が
辔
い
て
も
、
気
分
に
 

「
消
化
管
撮
影
に
従
事
す
る
技
 

師
は
誰
で
も
い
い
、
と
言
う
わ
 

け
に
は
行
か
な
い
。
胸
部
撮
影
 

な
ら
位
置
ぎ
め
を
し
て
、
呼
吸
 

を
止
め
て
拗
影
す
れ
ば
終
る
 

が
、
消
化
管
の
場
合
は
、
体
位
 

変
換
も
複
雑
だ
し
、
造
影
剤
の
 

流
れ
、
胃
粘
膜
へ
の
ノ
リ
の
微
 

妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い
 

で
搌
影
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
 

の
で
、
粘
り
強
い
性
格
の
技
師
 

で
な
け
れ
ば
、
よ
い
写
真
は
撮
 

れ
な
い
。
そ
の
占
，
福
岡
は
天
 

性
の
適
性
を
も
つ
て
い
る
で
し
 

よ
う
」
。
 

も
困
る
。
答
え
よ
う
が
な
い
」
。
 

「
岐
阜
で
評
価
展
示
を
や
つ
 

た
の
は
知
っ
て
い
る
。
あ
ん
な
 

こ
と
が
、
技
師
に
そ
れ
ほ
ど
大
 

き
な
期
待
を
も
た
れ
て
い
る
と
 

知
ら
な
か
つ
た
。
そ
れ
で
は
 

(
継
続
開
催
を
)
考
え
て
み
な
 

け
れ
ば
な
ら
ん
か
な
あ
」
。
 

一
一
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
三
三
一
三
三
一
三
ニ
ニ
ニ
ニ
三
 

05に
は
東
京
世
田
谷
区
の
 

住
宅
街
に
あ
る
。
建
物
の
一
階
 

を
取
り
払
っ
て
、
胸
部
検
診
車
 

が
数
台
や
つ
と
置
け
る
敷
地
 

で
、
一
一
階
が
事
務
室
兼
作
業
室
 

に
な
つ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
町
 

の
検
診
屋
で
あ
る
。
か
っ
て
営
 

利
を
目
的
と
し
た
検
診
屋
罪
悪
 

論
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
都
や
 

県
の
行
政
を
バ
ッ
ク
に
し
た
検
 

診
機
関
や
自
他
と
も
に
名
門
を
 

誇
る
機
診
機
関
を
尻
目
に
、
あ
 

ら
ゆ
る
条
件
の
恵
ま
れ
て
い
な
 

い
検
診
機
関
に
所
属
し
て
い
る
 

福
岡
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
 

た
も
う
一
つ
の
側
面
も
見
逃
す
 

こ
と
は
で
き
な
い
。
 

じ
5に
は
、
昭
和
一
一
十
四
年
 

弟
を
結
核
で
失
っ
た
泉
源
治
，
 

現
会
長
が
結
核
撲
滅
の
一
翼
を
 

担
お
う
と
し
て
自
力
で
開
設
し
 

た
も
の
で
あ
る
。
時
代
の
変
遷
 

と
と
も
に
対
象
疾
患
は
、
結
核
 

か
ら
が
ん
へ
と
拡
が
つ
て
き
た
 

け
れ
ど
も
、
創
業
初
期
の
情
念
 

は
少
し
も
色
あ
せ
て
い
な
い
。
 

そ
の
後
、
泉
源
治
会
長
の
長
 

男
泉
修
も
放
射
線
技
師
の
資
格
 

を
得
て
社
長
と
な
り
、
経
営
面
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山
梨
県
白
州
町
に
み
る
 

光
力
I
ド
健
康
シ
ス
テ
ム
 

光
力
︱
ド
の
凄
い
と
こ
ろ
は
 

キ
ヤ
ッ
シ
ュ
力
Iド
と
ほ
ぼ
同
 

じ
大
き
さ
で
、
二
メ
ガ
バ
イ
ト
 

つ
ま
り
一
一
千
キ
ロ
バ
イ
ト
(数
 

字
や
ア
ル
フ
ァ
べ
ッ
ト
な
ら
一
一
 

百
万
文
字
、
漢
字
な
ら
百
万
文
 

字
)
も
記
録
で
き
る
こ
と
で
あ
 

る
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
 

別
な
ど
の
個
人
デ
︱
タ
 

と
い
ろ
い
ろ
な
健
跟
診
 

査
の
デ
Iタ
を
記
録
し
 

て
も
、
一
年
間
で
お
よ
 

そ
七
〇
キ
ロ
バ
イ
ト
あ
 

れ
ば
足
り
る
か
ら
一
一
〇
 

分̂
以
上
も
記
録
で
き
 

る
0
 

健
診
結
架
の
数
値
だ
 

け
で
な
く
、
経
年
数
値
 

も
グ
ラ
フ
化
し
て
示
せ
 

る
ば
か
り
で
な
く
、
プ
 

ロ
グ
ラ
ム
の
組
み
方
で
 

今
後
の
予
想
値
ま
で
も
 

示
せ
る
。
選
挙
の
と
き
 

票
予
想
を
赤
や
黄
で
示
 

た
 

す
の
と
同
じ
も
の
と
考
え
れ
ば
 

理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。
 

目
の
前
に
自
分
の
検
査
成
績
 

が
コ
ン
ピ
ュ
︱
タ
︱
の
ブ
ラ
ウ
 

ン
管
に
。
ハ
ッ
と
出
て
健
康
教
育
 

に
活
用
さ
れ
た
ら
、
効
果
は
抜
 

群
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
健
康
診
断
光
 

力
︱
ド
シ
ス
テ
ム
を
行
な
つ
て
 

い
る
山
梨
県
北
巨
摩
郡
白
州
町
 

を
尋
ね
て
、
ど
の
よ
う
に
利
用
 

し
て
い
る
か
を
見
て
き
た
。
 

白
州
町
は
甲
府
か
ら
I尺
で
 

三
つ
目
、
韮
崎
駅
で
下
車
し
て
 

一
時
間
に
一
本
し
か
な
い
バ
ス
 

で
四
〇
分
。
甲
斐
駒
ゲ
岳
の
山
 

麓
の
人
口
四
千
三
百
人
ほ
ど
の
 

町
で
あ
る
。
 

こ
ん
な
山
奥
の
小
さ
な
町
で
 

最
新
鋭
の
シ
ス
テ
ム
導
入
と
は
 

新
聞
か
ら
拾
つ
 

1
0
力
I
ド
の
健
康
管
理
 

光
力
.，
，
-ド
よ
り
も
早
く
、

 
1
0
 

力
︱
ド
に
よ
る
健
康
管
现
シ
ス
 

テ
ム
の
導
入
は
す
で
に
全
国
各
 

地
で
試
さ
れ
て
い
る
。
新
間
報
 

道
か
ら
主
な
も
の
を
拾
つ
て
み
 

よ
う
。
 

埼
玉
シ
ル
バ
︱
情
報
公
社
 

こ
の
公
社
は
県
、
埼
玉
銀
 

行
、
日
興
証
券
な
ど
四
十
社
が
 

出
資
し
て
、
昭
和
六
十
一
年
十
 

月
に
設
立
。
埼
玉
県
内
に
在
 

住
、
在
勤
す
る
六
十
歳
以
上
の
 

人
を
会
員
と
す
る
。
 

ま
ず
、
こ
の
会
員
の
中
か
ら
 

通
院
し
て
い
る
約
一
一
百
人
に
 

1じ
力
︱
ド
を
交
付
。
治
療
に
 

役
立
て
る
こ
と
に
な
つ
た
。
 

I。
力
︱
ド
に
病
歴
、
検
査
結
 

果
な
ど
を
記
憶
さ
せ
、
カ
ル
テ
 

に
代
え
よ
-？
9̂る
も
の
で
あ
る
。
 

兵
庫
県
津
名
郡
(
淡
路
島
)
 

五
色
町
 

厚
生
省
の
委
託
を
受
け
て
保
 

健
医
療
力
︱
ド
，
シ
ス
テ
ム
の
 首

を
か
し
げ
た
く
な
る
が
、
堀
 

口
知
幸
町
長
が
、
例
の
「
ふ
る
 

さ
と
創
生
一
億
円
」
の
一
部
を
 

当
て
た
と
の
こ
と
。
原
誠
住
民
 

課
長
は
、
「
い
ま
は
老
健
法
該
 

当
の
一
一
千
四
百
人
を
対
象
に
し
 

て
い
る
が
、
将
来
は
全
町
民
を
 

対
象
に
し
て
、
す
べ
て
の
健
康
 

記
録
を
約̂
し
た
い
」
と
話
し
 

て
く
れ
た
。
 

早
速
、
シ
ス
テ
ム
の
実
際
を
 

見
せ
て
も
ら
っ
た
。
保
健
室
の
 

机
の
上
に
、
バ
ソ
コ
ン
と
光
 

力
Iド
に
情
報
を
書
き
込
ん
だ
 

り
読
み
出
し
た
り
す
る
三
〇
セ
 

ン
チ
立
方
く
ら
い
の
大
き
さ
の
 

光
力
︱
ド
リ
︱
ダ
︱
ラ
イ
タ
︱
 

が
乗
っ
て
い
た
。
 

仕
掛
け
は
た
だ
そ
れ
だ
け
で
 

あ
る
。
保
健
婦
の
小
尾
栄
子
さ
 

ん
が
操
作
し
て
見
せ
て
く
れ
 

た
。
。
ハ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入
れ
 

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
人
っ
て
い
 

る
ソ
フ
ト
を
読
み
込
ま
せ
、
 

リ
︱
ダ
︱
ラ
イ
タ
︱
に
光
力
I
 

ド
を
入
れ
る
と
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

(
画
面
)
に
案
内
の
表
示
が
で
 

一
|
三
ー
ー
三
ニ
|
三
|
|
ー
三
ー
|
ー
|
三
|
|
|
ニ
三
一
1
1
1
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=

 1

 
=

 11111一
三
1

 
=

 1 

開
発
を
す
す
め
て
い
る
医
療
情
 

報
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
︱
 

(
大
島
正
光
理
事
長
)
と
五
色
 

町
が
協
力
し
て
行
な
う
も
の
 

で
、
五
色
町
保
健
セ
ン
タ
︱
と
 

県
立
淡
路
病
院
が
協
力
。
昭
和
 

六
十
三
年
十
一
一
月
か
ら
住
民
五
 

百
人
を
対
象
に
実
験
的
に
実
 

島
根
県
出
雲
市
 

平
成
元
年
五
月
か
ら
、
島
根
 

医
科
大
学
、
出
雲
医
師
会
の
協
 

て
き
た
。
矢
印
で
力
︱
ソ
ル
を
 

見
た
い
見
出
し
の
と
こ
ろ
に
も
 

つ
て
行
き
「
復
改
キ
︱
」
を
押
 

す
と
、
血
圧
や
心
電
図
や
尿
、
 

血
液
な
ど
の
検
査
結
果
が
表
示
 

さ
れ
、
血
液
な
ら
、
肝
臓
、
腎
 

臓
、
電
解
質
な
ど
、
さ
ら
に
詳
 

し
い
記
録
が
表
示
さ
れ
る
。
肝
 

機
能
で
は
総
タ
ン
パ
ク
、
ア
ル
 

ブ
ミ
ン
、
ビ
リ
ル
ビ
ン
、
 

00丁
、

 0
丁
卩
な
ど
が
グ
ラ
 

フ
で
、
正
常
、
高
値
異
常
、
低
 

値
異
常
に
ゾ
︱
ン
を
分
け
て
示
 

さ
れ
る
。
別
の
項
目
を
見
る
の
 

に
は
、
エ
ス
ケ
︱
プ
キ
︱
で
も
 

と
に
戻
し
、
矢
印
キ
︱
で
同
様
 

の
操
作
を
行
な
え
ば
い
い
。
 

こ
れ
が
操
作
の
す
べ
て
で
、
 

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
の
な
 

い
人
で
も
、
三
分
間
で
マ
ス
 

タ
︱
で
き
る
。
こ
の
簡
単
さ
も
 

特
長
の
一
つ
で
あ
る
。
持
ち
運
 

び
の
で
き
る
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
型
 

(
膝
上
に
置
く
)
バ
ソ
コ
ン
な
 

ら
訪
問
指
導
の
と
き
に
も
利
用
 

で
き
る
。
 

バ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
、
 

三
|
|
|
ニ
三
ー
|
|
三
|
|
|
一
一
ニ
三
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三
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力
と
曰
本
1813、
リ
コ
1-̂
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
︱
ム
を
組
ん
 

で
開
発
す
る
。
個
人
の
健
康
保
 

健
証
、
年
金
手
帳
な
ど
の
行
政
 

デ
︱
タ
と
健
康
管
理
デ
︱
タ
を
 

合
せ
た
「
総
合
福
祉
力
︱
ド
」
 

と
す
る
。
 

三
菱
油
化
 

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
を
独
自
 

に
開
発
商
品
化
。
臨
床
検
査
を
 

|5と
し
て
い
る
子
会
社
の
三
 

菱
3じ
し
な
ど
が
営
業
を
担
当
 

リ
︱
ダ
︱
ラ
イ
タ
︱
が
約
三
十
 

万
円
、
光
力
Iド
が
一
枚
二
千
 

五
百
円
く
ら
い
。
数
が
多
く
な
 

る
と
七
百
円
く
ら
い
に
下
が
る
 

可
能
性
が
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の
 

操
作
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
 

に
ソ
フ
ト
代
だ
け
で
、
こ
の
シ
 

ス
テ
ム
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
 

る
と
感
じ
た
。
ま
さ
に
、
ハ
イ
 

テ
ク
、
山
麓
の
町
に
入
る
時
代
 

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

電
子
力
︱
ド
は
三
種
類
 

コ
ン
ピ
ュ
︱
タ
︱
を
利
用
す
 

る
力
︱
ド
に
は
三
種
類
あ
る
。
 

い
ち
ば
ん
簡
単
な
の
が
、
銀
行
 

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
力
︱
ド
に
利
用
 

さ
れ
て
い
る
磁
気
力
︱
ド
。
磁
 

気
テ
Iプ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
 

暗
証
番
号
で
、
ホ
ス
ト
コ
ン
ビ
 

ュ
︱
タ
︱
を
動
か
す
も
の
。
 

次
が
10力
︱
ド
。
1じ
チ
 

ッ
プ
(
集
積
回
路
)
を
内
蔵
し
 

て
い
る
の
で
、
磁
気
力
Iド
の
 

百
倍
。
一
六
キ
ロ
バ
イ
ト
や
六
 

四
キ
ロ
バ
イ
ト
の
記
憶
容
量
を
 

も
ち
、
デ
I
夕
の
き
込
み
や
 

消
去
が
可
能
。
メ
モ
リ
一
を
管
 

理
す
る
マ
イ
コ
ン
が
力
︱
ド
に
 

内
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
高
い
 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
効
果
が
あ
る
の
 

も
特
長
。
多
目
的
に
使
用
さ
れ
 

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
光
力
︱
 

ド
に
比
較
す
る
と
記
憶
容
量
が
 

少
な
く
、
コ
ス
ト
も
割
高
。
三
 

番
目
が
光
力
︱
ド
。
記
録
容
量
 

が
大
き
く
、
コ
ス
ト
も
安
い
が
 

マ
イ
コ
ン
に
よ
り
セ
キ
ュ
リ
テ
 

ィ
ガ
Iド
が
な
い
の
が
難
点
ら
 

演
歌
ま
で
サ
ー
ビ
ス
 

熱
意
溢
れ
た
石
リ
露
布
 

知
識
伝
违
か
ら
行
動
変
容
を
 

め
ざ
し
た
具
体
的
健
钹
教
育
の
 

1論
「
健
；
3教
か̂
ら
健
^
 

学
習
へ
」
(
日
本
へ
ル
ス
サ
イ
 

エ
ン
ス
セ
ン
タ
︱
石
川
雄
一
所
 

長
)
が
全
国
の
保
健
婦
の
注
目
 

を
浴
び
、
本
会
 

保
健
21部
会
が
 

主
催
す
る
平
成
 

元
年
度
保
健
婦
 

研
修
会
は
、
全
 

国
か
ら
九
十
八
 

名
、
昨
年
の
ほ
 

ぼ
一
一
倍
の
参
加
 

者
を
め̂
て
、
 

、
ョ
 

パ
保
 会

ノ
 

ほ
 

咅
/
 

7̂

 
^
1
7
き

6
 

^
 

八
月
一
一
日
か
ら
三
日
間
、
国
立
 

が
ん
セ
ン
タ
︱
で
行
な
わ
れ
た
。
 

石
川
所
長
は
会
場
を
教
室
方
 

式
か
ら
、
グ
ル
︱
プ
方
式
に
変
 

え
て
、
講
滴
も
講
師
の
一
方
通
 

行
で
は
な
く
、
対
話
方
式
で
行
 

な
つ
た
。
絶
え
ず
問
い
か
け
 

て
、
受
講
者
が
講
師
と
一
体
と
 

な
つ
て
参
加
意
識
を
も
た
せ
よ
 

う
と
す
る
気
配
り
が
目
を
ひ
.̂-1 

受
講
者
の
行
動
を
変
容
さ
せ
 

る
た
め
に
は
、
い
ま
ま
で
の
よ
 

う
に
、
医
療
従
1が
中
心
と
 

な
っ
て
、
検
診
を
受
け
な
け
れ
 

ば
が
ん
に
な
り
ま
す
よ
、
と
不
 

安
を
与
え
る
よ
う
な
や
り
方
で
 

は
だ
め
で
、
受
診
者
の
側
に
立
 

つ
て
、
病
気
の
不
安
を
取
り
除
 

い
て
や
る
よ
う
な
方
法
に
、
考
 

え
方
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
 

い
と
強
調
。
多
く
の
例
を
あ
げ
 

て
、
受
診
者
の
心
理
の
分
析
を
 

示
し
な
が
ら
、
具
体
的
方
法
を
 

つ
ぎ
つ
ぎ
に
示
し
た
。
 

最
後
に
、
自
ら
が
主
宰
し
て
 

い
る
健
康
学
習
研
究
所
に
入
会
 

を
す
す
め
、
結
び
と
し
て
演
歌
 

の
サ
︱
ビ
ス
ま
で
行
な
っ
た
。
 

誇
り
高
い
医
師
が
公
開
講
演
 

で
演
歌
を
歌
う
な
ど
は
異
例
中
 

の
異
例
で
、
一
瞬
度
肝
を
抜
か
 

れ
る
思
い
が
し
た
。
医
療
の
分
 

野
に
も
こ
れ
だ
け
の
熱
意
を
示
 

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
が
 

来
た
こ
と
を
知
る
べ
き
だ
ろ
 

，
つ
0
 教

え
る
側
か
ら
の
保
健
指
導
 

で
は
な
く
、
受
診
者
の
側
に
立
 

つ
健
康
学
習
は
、
国
立
公
衆
衛
 

生
院
の
久
常
節
子
主
任
研
究
官
 

も
提
唱
し
て
い
る
。

 

1
 胃

X線
診
断
の
考
え
方
と
進
 

め
方
 

胃
X線
診
断
は
、
端
的
に
言
 

え
ば
画
像
に
表
現
さ
れ
て
い
る
 

病
変
を
い
か
に
正
確
に
読
み
取
 

る
か
に
尽
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
 

の
作
業
を
す
る
た
め
に
は
、
伏
 

線
と
し
て
胃
の
生
理
学
か
ら
は
 

じ
ま
つ
て
、
胃
が
ん
の
構
造
、
 

病
理
学
ま
で
。
さ
ら
に
胃
X線
 

撮
影
手
法
ま
で
を
基
礎
か
ら
理
 

論
的
に
知
ら
な
い
と
本
物
に
は
 

&ら
な
い
。
 

，
こ
れ
ら
の
こ
と
を
著
者
が
、
 意

図
し
て
い
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
 

明
確
に
示
し
、
正
し
く
伝
え
る
 

こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
 

い
。
し
か
し
、
い
ま
求
め
ら
れ
 

て
い
る
の
は
、
こ
の
こ
と
で
は
 

あ
る
ま
い
か
。
 

序
文
で
市
川
先
生
が
、
「
最
 

近
は
、
や
や
安
易
に
流
れ
、
写
 

真
の
質
も
一
一
十
年
前
に
比
較
す
 

る
と
精
巧
な
も
の
が
少
な
く
な
 

つ
た
。
読
影
に
つ
い
て
も
似
た
 

こ
と
が
言
え
る
」
と
最
近
の
風
 

潮
に
一
矢
を
は
な
つ
て
い
る
 

が
、
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
 

と
の
思
い
が
、
凝
縮
し
て
本
書
 

が
生
ま
れ
た
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
-

胃
X
線
診
断
は
撮
影
、
読
 

影
、
鑑
別
診
断
の
三
要
素
か
ら
 

の
経
済
的
評
価
」
と
し
た
。
胃
 

が
ん
の
罹
患
率
が
低
下
す
る
と
 

わ
ず
か
十
年
後
の
紀
元
一
一
千
年
 

に
は
、
胃
集
検
で
救
命
で
き
る
 

患
者
を
一
人
発
見
す
る
の
に
、
 

検
診
費
用
が
一
億
円
に
な
る
と
 

の
学
術
的
試
算
で
あ
る
。
消
化
 

器
集
団
検
診
誌
に
掲
載
さ
れ
、
 

笑
9で
も
講
演
さ
れ
て
い
る
の
 

に
、
集
検
関
係
者
の
関
心
が
低
 

い
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。
し
 

か
も
こ
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
 

い
る
の
は
、
飯
沼
室
長
と
館
野
 

@編
集
委
員
 

東
京
都
江
戸
川
区
医
師
会
 

神
保
勝
一
 

千
葉
県
が
ん
セ
ン
タ
︱
 

林

学
 

茨
城
県
総
合
建
診
協
会
 

飯
岡
敏
夫
 

千
葉
県
対
が
ん
協
会
 

高
田
貞
市
 

調
布
市
役
所
小
林
ユ
キ
子
 

之
男
，
同
部
長
の
一
一
人
し
か
い
 

な
い
と
は
、
背
筋
の
寒
く
な
る
 

思
い
が
す
る
。
成
熟
期
の
胃
集
 

検
に
診
断
学
一
辺
倒
で
臨
む
の
 

は
危
険
と
の
感
を
深
く
す
る
。
 

V健
康
管
理
に
光
力
︱
ド
が
注
 

目
さ
れ
て
き
た
。
10力
︱
ド
 

と
と
も
に
急
激
な
進
歩
を
み
せ
 

る
ハ
ィ
テ
ク
の
動
向
に
も
配
慮
 

が
必
要
だ
ろ
う
。
コ
ン
ビ
ュ
︱
 

タ
ー
は
計
算
機
で
は
な
い
。
 

V窪
田
レ
ポ
︱
タ
︱
の
健
筆
が
 

冴
え
て
き
た
。
期
待
し
た
い
。
 

厚
生
連
長
岡
中
央
総
合
病
院
 

原

敬

治
 

東
京
都
予
防
医
学
協
会
 

福
田
ジ
ュ
ン
 

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
 

鈴
木
信
吾
 

東
京
都
立
台
東
病
院
 

大
槻
清
孝
 

国
立
東
京
第
一
一
病
院
 

大
棒
秀
一
 

成
る
が
、
著
者
は
読
者
の
理
解
 

を
理
論
的
に
基
礎
か
ら
積
み
上
 

げ
る
よ
う
に
意
図
し
て
、
順
序
 

を
逆
に
鑑
別
診
断
を
最
初
に
も
 

つ
て
き
て
、
「
な
ぜ
そ
う
な
の
 

か
」
の
疑
問
に
答
え
る
よ
う
に
 

基
礎
か
ら
高
度
の
診
断
学
ま
で
 

を
修
得
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
 

て
い
る
。
刊
:̂さ
れ
て
三
年
半
 

に
な
り
、
紹
介
す
る
に
は
十
日
 

の
菊
の
感
が
あ
る
が
、
医
師
に
 

も
技
師
に
も
一
読
を
す
す
め
た
 

い
。
(市
川
平
三
郎
.吉
田
裕
司
 

著
，
医
#̂1院
，
定
価
一
万
二
 

千
一
 

0̂

 

V
厚
生
省
情
報
と
し
 

て̂
、
老
人
保
健
課
の
 

^
野
村
隆
司
技
官
が
第
 

8
四
回
集
検
従
5？
研
 

修̂
会
で
明
ら
か
に
し
 

舅
た
、
間
接
撮
影
七
枚
 

法
の
予
算
要
求
、
大
 

腸
が
ん
検
診
を
老
健
 

法
事
業
に
導
入
の
見
通
し
な
ど
 

を
掲
載
で
き
た
こ
と
は
、
ラ
 

キ
︱
で
あ
っ
た
。
野
村
技
官
に
 

感
55？
し
た
、
 

V特
集
は
放
射
線
医
学
総
合
研
 

究
所
の
飯
沼
武
臨
床
研
究
部
第
 

一
一
研
究
室
長
の
論
文
「
胃
集
検
 

め
文
化
と
技
術
81品
一
一
 

皮
角
強
攻
経
ロ
セ
フ
ュ
ム
 

本
紙
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
の
ご
意
見
 

を
掲
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

投
稿
は
主
張
，
提
言
，
体
験
談
、
胃
集
検
情
 

報
な
ど
の
ほ
か
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

真̂
 

な
ど
も
歡

|̂し
ま
す
I 

投
稿
さ
れ
る
方
へ
 

締
切
は
と
く
に
設
け
ま
せ
ん
。
 

字
数
は
一
〇
〇
〇
字
程
度
。
 

編
集
部
で
要
約
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

お
礼
^
採
用
の
分
に
は
薄
謝
贈
呈
。
 

送
り
先
，
関
東
甲
信
越
地
.
方
会
編
集
委
員
会
 


